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特集 :市民のカ ー博物館活動のひろがリー

今の世の中、ポランティアばや りである。博物館の世界でも、ポランティアの活躍がよく話題にな

っている。内容は展示解説・資料調査・体験学習などさまざまであるが、確実に地域の博物館を動か

す力のひとつになりつつあるのではなかろうか。

ボランティア活動の目的のひとつは、「市民の力」を借りて博物館活動の再検討。再編成。活性化を

図っていくことだと思う。昨今の厳しい社会情勢のなかでこそ、こうした活動を通して、地域におけ

る博物館の存在意義をアピールしていきたいと考える。

多摩地域における博物館でも、早いうちからボランティア活動に取り組んでいるところ、ようやく

スタートさせたところ、これからの導入を検討しているところなど、さまざまである。しかし、これ

からは避けて通れない課題だと考えている博物館が少なくない。もちろん各館の規模や設立主旨や運

営方針はまちまちであるし、ポランティアの受け入れは考えないという館もひとつの見識である。要

は、こうした課題と関わりながら、それぞれの博物館の方向性や、地域での博物館のあり方を考えて

いく必要があるのではないかということである。

本誌では、以上のような状況を踏まえ、多摩地域の博物館におけるボランティア活動の状況を把握

すべく特集を組むことにした。さいわい、多くの館からこの課題に真摯に取り組んでいる様子がわか

る情報を得ることができたと思う。各館に対するアンケートによる基本的なデータも集めることがで

き、博物館活性化のひとつのステップになることを期待したい。 (編集委員会)

東村山しヽ、るさと歴史館

八王子市郷土資料館

府中市郷上の森博物館

くにたち郷土文化館

パルテノン多摩
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特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

遺跡公園づくりを通じたコミュニケーション

ー「しもやけべ遺跡公園を育てる会」の取り組み―

東村山ふるさと歴史館

遺跡の保存と活用 市内の「下宅部遺跡」は、都営住
宅建替え工事に伴う本格的な発掘調査により、全国的

にみても重要な遺跡であることが判明しました。しか

し調査終了後には遺跡は開発により破壊されてしまい

ます。そこで、各方面からの要望により、下宅部遺跡

の中でも最も重要と考えられる地域約3000mOが「埋没

保存」という、地下に当時の遺跡が埋まったままの状

態で守り残すこととなりました。そこを「遺跡公園」

として発掘調査成果の市民への還元、生涯学習、コミ

ュニケーションの場として整備することが発案されま

した。そこで地域に愛され、活用される公園を目指す

ため、付近住民をはじめとした市民に公園整備の計画

段階から広く参加してもらうことになりました。

公園づ くリワークショップ 下宅部遺跡の公園整備を
検討するために平成12年10月 から平成13年 10月 までの

1年間、計12回の市民参加型ワークショップを開催し

ました。歴史館が事務局という形で会の企画、進行、

報告、連絡などを担当し、それに周辺住民や考古学や

遺跡に関心のある方、自然保護団体など市内外を問わ

ず広く参加者が集い、意見交換や作業を一緒に行うと

いった形式で行われました。これには、保存にいたる

経緯から、公園の面積ではなく内容を一緒に検討して

いきたいという歴史館や遺跡調査団側の意向と:も っ

と遺跡の保存面積を増やした上で検討をしたいという

熱意ある市民恨1の要望といったスター トラインの相違

が、構図として「行政 (歴史館)」 対「市民」という形

態の「条件ありきのワークショップ」になってしまい、

市民主体の活動にならなかったといった反省点があり

ます。それでもワークショップは、それぞれの立場を

尊重しながら、学習段階 (遺跡の概要や現地の見学、

他の遺跡公園の見学など)、 構想段階 (遺跡公園のイメ

ージの検討)、計画段階 (具体的な公園整備内容の検討)

と回を重ね、毎回「みんなでつくろう !し もやけべ遺

跡公園」というニュースも発行し、活動を続けた結果、

「成長する公園」をキーワードとした基本計画書を作
成することができました。

育てる会の取り組み ワークショップを受けて、平成
14年度から、「しもやけべ遺跡公園を育てる会」として

遺跡公園を育て、活用していく活動を開始しました。

育てる会は、遺跡公園は完成がなく、成長し、常に変

化していくものだというコンセプトをもとに、学校や

地域、その他の団体と一緒に活動していける場として、

公園のハー ド・ソフト面を検討するといった、まさに

公園の里親となるような取り組みを月 1回のペースで

行っています。会の運営も育てる会参加者からなる世

話人により、会の進行や方針を決めていく形態で進め

られ、また各種研修会なども企画 。実施しており、会

自体も成長することを目指しています。現在は平成15

年12月 のオープンを目指して、公園設計の業者と公園

整備の基本設計を検討しています。

今後の展望 今までの博物館と市民との関係が発信・
受信という一方向からのコミュニケーション関係であ

ったのに対し、これからの博物館では課題の共有や解

決の模索、企画や運営といったプロセスを重視した、

双方向のコミュニケーション関係が求められています。

いうまでもなく、ポランティア活動もそれぞれ対等な

立場において、お互いに補完しあえる双方向的な関係

でなければ、継続的、創造的な関係にはなりえません。

この遺跡公園づくりが、共通の目標のもと、市民の主

体的な活動を通じて、自己実現の場、あるいは市民同

士や地域と結びつける新しいコミュニケーションの場

として成長していければと思います。最後に博物館を

通じた新しいコミュニケーションを目指した取り組み

として、平成15年 4月 から、育てる会の活動を中心に

した遺跡公園づくりの企画展を開催します。育てる会

や小 。中学生、各種団体、地元の商店などと一緒に、

ポスターの作成や、展示企画から作成、展示ガイド、

付随事業の共催、グッズの開発などを行い、見学者も

巻き込んだ「展示を見るから倉1る 」参加型の企画展を

予定しています。

市民参加型の博物館を目指して

八王子市郷土資料館

八王子市郷土資料館では、現在ふたつのポランティ

ア活動が行われています。ひとつは、当館の展示ガイ

ド及びイベントや講座のお手伝いをしていただいてい

る「八王子市郷土資料館ガイドポランティア」、もうひ

とつは、八王子市内の古文書の所在調査をしていただ

いている「古文書所在調査ボランティア」です。どち

らも平成13年度から市民の方々の協力を得ながら当館

の博物館活動の幅を広げていくために導入されました。

それぞれの活動について紹介します。

「ガイドポランティア」が活躍中 ! 八王子市郷土資
料館ガイドボランティア (以下、ガイドボランティア

と称す)は、平成13年 7月 24日 (火)から活動が開始
されました。生涯学習社会の到来、市民参加型のまち

づくり、お金をかけない市民サービスの向上等、様々

な社会的要因や行政としての思惑もあるなかで、当館

としては、「市民に対して『生涯学習の場』と「市民参

-2-



加の場Jを提供し、当館の利用者サービスを向上させ

る」という趣旨によリガイドポランティアを導入しま

した。

ポランティアの募集 当館ではポランティア養成講座
等は行っていませんので、ガイドポランティアを導入

する趣旨や活動内容等を説明するための事前説明会の

開催を市の広報で周知しました。事前説明会には41名

の参加があり、実際にガイドポランティアとして応募

されたのは32名 でした。全員と面接したうえで、受け

入れ態勢の問題等から、まずは14名に 2日 間の講習を

受けていただき、活動が開始されました。その後、待

機の15名が合流し、初年度は29名 (3名 は都合により

辞退)の登録で活動を行いました。ガイドポランティ
アの登録は年度毎とし、今年度 (平成14年度)は引き
続き29名が更新されましたが、都合により辞退された

方がいますので、現在は28名が活動されています。

活動内容 主な活動内容 |ま、当館の展示ガイド及びイ
ベントや講座の補助です。展示ガイドでは、毎日2～ 5

人の方が活動されており、展示物の説明だけではなく、

体験コーナーのはた織り機や八王子車人形等の操作の

補助、事務室や閲覧室への来館者の案内等、幅広く活

動されています。また、展示室では、来館者とガイド

ボランティアが談笑している光景を良く見かけます。

来館者にとっては、展示から一方的に情報を得るので

はなく、自身の感想や意見等が言えるので、ガイドボ

ランティアは良き話相手であり、社会科見学や総合的

な学習の時間、宿題等で来館する子供達にとっては、

良きアドバイザーとなっているようです。イベントや

講座の補助では、職員の手が回らないところや準備、

片付け等のお手伝いをしていただいています。

職員への影響 ガイドポランティアの活動をとおして、
職員も良い勉強をさせていただいています。「自分達の

活動により、来館された方が疑間に思ったことや調べ

たいことなどの要望を職員に伝えることができるので、

来館者と職員の橋渡し役になっていると感している」

とのガイドポランティアの感想からもわかるように、

今まで以上に来館者と職員との接`点が増えました。ま

た、ガイドポランティアや来館者からの要望や意見が

数多く寄せられるので、展示の意図が上手く伝わって

いないことを認識することや解説の間違い等を指摘さ

れることがあり、冷や汗を流すこともあります。

定例会 当館のガイドポランティアには、展示ガイド
のマニュアルはありません。それは前述の趣旨により

ガイドポランティアが自ら学習した知識を展示ガイド

に役立てていただきたいと考えたからです。また、そ

れぞれの活動日がある程度固定化しているので、全体

としての意見や要望を調整する機会がありません。そ

こで、八王子の歴史や文化を全体で学習したり、意見

や要望を調整する機会として、毎月一回定例会を開催

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

しています。定例会の内容を一部挙げると、「遺跡 (埋

蔵文化財包蔵地)について」「遺跡発掘調査現場見学会」

「特別展や企画展の解説」「文化財施設等の見学」「八

王子車人形の構造や使い方について」等です。

自主的活動 展示ガイド及びイベントや講座の補助は、
当館でお願いしている活動ですが、平成14年 6月 にガ

イドポランティアの有志による「新八王子 郷土かる
たをつくろう会」が発足しました。この活動は、ガイ

ドポランティア自身による初めての自主的活動です。

近隣市町村の郷土かるたを購入したガイドポランティ

アが、「ガイドポランティア版郷土かるたを全員で作

りたい」と呼びかけたのがきっかけでした。現在、つ

くろう会の活動は、毎月の定例会が終わったあとに行

われ、都合がつかないときは、臨時会が開催されてい

ます。活動には職員もオブザーバーとして参加してい

ますが、職員がほとんど口を挟む余地もなく、ガイド

ポランティア同士で自熱した議論を交わしています。

当館では、ガイドボランティア版郷土かるたが、一日

でも早く完成するよう支援し、また、新たな自主的活

動が行われることを期待しています。

今後の展開と課題 当館では、ガイドポランティアに
対して、交通費をはじめ、金銭の支給は一切行ってい

ません。しかし、ガイドポランティアは、自分なりの

「ガイドポランティア活動の楽しみ」を持って活動さ

れています。当館としては、その「ガイドポランティ

ア活動の楽しみ」を持ち続けられる活動であることが、

ガイドポランティアの活動を継続する重要な要件の一

つと考え、ガイドポランティアとコミュニケーション

をはかりながら、活動を展開させていきたいと思いま

す。今後は、当館の展示ガイドだけではなく、当館が

管理している文化財施設や史跡等のガイドヘの展開等

を考えており、ガイドポランティアの活動をとおして、

多くの方々に八王子の歴史と文化に親しんでいただけ

れば幸いです。

展示ガイ ド風景
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「古文書調査ポランティア」への試み 八王子市郷土
資料館の「古文書所在調査ポランティア」 (以下、調査

ポランティアと称す)力調 査活動を開始して、平成15

年 1月 で丸 1年を迎えます。周縁部に多くの旧家が点

在する八王子市でも、住宅の新築、あるいは当主の交

替などにより、長 く各家で保存されてきた古文書は

日々散逸の危機に直面しています。こうした状況にお

いて、市内各家の古文書残存状況を把握し、将来的に

その保存・普及活用に役立てるため、調査ボランティ

アを発足する運びとなりました。

調査内容 調査では、各家所蔵文書の年代、種類、点

数等を記録し、それらをまとめて後日仮目録を作成し

ます。併せて写真撮影も行います。当初はダンポール

○箱、という数え方を想定していましたが、調査を開

始すると所蔵`点数が数十と
いう家が多かったため、調

査ポランティアの人手をかり、できる限り詳細な記録

をとるよう努めています。仮目録は一部を調査対象と

なった家に送付し、一部は郷土資料館に保管していま

す。

ポランティアの募集 活動内容が以上のような古文書
調査であることから、調査ポランティアには、当初か

らある程度の専門性が求められました。古文書からそ

の年代や性質等、最低限の情報を読みとる必要があっ

たためです。従ってポランティアの公募はせず、市内

で自主的に古文書学習を行うグループ (古文書を探る

会、近世の古文書を学ぶ会、もみし会、みずきの会)

に声をかけました。代表者との会合と参加希望者に対

する説明会を経て、初年度 (平成13年度)の発足時に

は21名 の調査ポランティアが集まりました。ボランテ

ィアの登録は年度毎とし、今年度 (平成14年度)には

引き続き20名 の調査ポランティアが登録を行い、活動

しています。

調査計画 郷土資料館では古文書所在調査について、
地域ごとを調査対象とする計画を立てました。最初に

調査対象となったのが、市西部に広がる恩方地区です。

面積においても広範囲にわたる恩方地区については、

現段階で調査可能な家についての調査は一応終了し、

現在は恩方地区の北に位置する月ヽ津地区、美山地区へ

と調査を進めています。今後も調査範囲を市北部へと

拡大してゆく予定です。

調査までの手続 調査対象地区を決定したうえで、次
は調査先をどのように選定するか、これは非常に重要

な課題でした。恩方地区においては、調査ポランティ

アの中に地元在住の方が含まれていたため、こうした

方からの情報提供により調査先のリストアップを行い

ました。手順としては、郷土資料館より調査候補家に

依頼状を送付し、その中から承諾を得られた家につい

て日程調整を行って訪間する、という段階を踏んでい

ます。現在のところ調査は月 1度のペースで2～ 3家を

訪問するという体制をとっており、調査ポランティア

は調査家の数に応し、班ごとに分かれて行動していま

す。その他、調査ポランティアは半年に 1度の割合で

郷土資料館に集まり、結果報告や疑間点
。問題点等を

話し合う機会をもっています。

調査結果 平成15年 1月段階での調査結果は、平成14

年 1月 からの 1年間で24家 を調査、合計2,427点 の古

文書の所在が確認されています。うち 1家では文書量

が膨大なため郷土資料館で一括借用し、整理保存する

方向で検討しています。その他にも、調査中古文書の

寄贈や寄託を申し出られた家も多く、その都度郷土資

料館で協議の上対応しています。

今後の計画と課題 今後の課題としては、調査地区が
変わることにより地元の情報をどのように入手するか、

市の中心部については古文書の残存がほとんど見込め

ない、等の点が挙げられます。また、調査中の古文書

の寄贈 。寄託の要望は今後も増加すると思われ、館と

しての的確な対応が求められます。調査ポランティア

についても、現在は10名前後の人数が 1班 となって行

動しており、調査先によっては大勢で訪間されること

を負担に感じられる場合も少なくありません。今後、

より調査に習熟し、少人数で行動できるようになるこ

と力浬 まれます。

何のための博物館ボランティアか

府中市郷土の森博物館

ボランティアの導入は、人件費の節減のためではな

い。結果的にそうなることがあるかも知れないし、そ

れも望ましいことは否定しない。「ポランティアによ

って支えられています」と謳えば、営利会社を除いて

どの組織においても聞こえはいいから、ポランティア

の活動はさかんになる。昨今の博物館も例外ではない。

幸か不幸か、時節がら予算削減の強い要請がボランテ

ィアを元気にさせたとも言えそうである。

しかし、博物館ポランティアの何よりの目的は、「市

民参加」であろう。ひところ「市民のための博物館」

というスローガンがあったが、公共施設である以上、

当たり前の話で、では今まで誰のための博物館だった

の Pと いう具合になる。これからは「市民とともに育

む博物館」だと思う。

ポランティアが単なる無償の下請けではなく、運営

に関与するものだとすれば、導入にあたっては、それ

なりの準備と党悟が必要である。それにも関わらずこ

れからの博物館のあり方のひとつとして、ポランティ

アの導入を図ることはたいへん意義のあることなので

はないだろうか。
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特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

の驚きやせつかく集まった資料を何らかの形でまとめ

て残せないだろうかという声が多くありました。この

ような反響に後押しされて、青南国民学校の学童疎開

に関する資料をまとめることを検討しています。

市民参加講座

「史跡ガイド養成講座」の試み

福生市郷土資料室

近年、博物館の事業には市民参加の活動が広く唱え

られています。資料整理や展示物の解説員など、多種

多様のものがその対象となっており、数多くの事例や

実施結果が報告されています。福生市郷土資料室でも

市民参加型の事業として、「史跡ガイド養成講座」を平

成11、 12年度に企画しました。この講座はニカ年事業

として開催し、市内に残る史跡や文化財を紹介する人

材を養成し、これらの普及をはかることを目的とした

ものです。今回はこの講座の内容を紹介し、問題点や

課題、今後の展望について考察してみたいと思います。

福生市では、これまで文化財の保護 。普及を目的と

した「福生市文化財保護条例」を昭和48年に制定 (昭

和54年全文改正、平成 3年 4月 1日一部改正)し、学

術的に貴重な文化財は福生市登録文化財台帳に登録、

さらにこのうち重要なものを福生市指定文化財に指定

して保護しています。これら市内に残された貴重な文

化財の状況を把握するため、「文化財総合調査」を昭和

45年から実施し、文化財指定 。登録のための基礎的資

料づ くりを行なってきました。調査報告書は現在まで

に31集が刊行され、その結果、平成14年度で市指定文

化財は33件、市登録文化財は60件をかぞえます。福生

市の人口は約 6万人、市域も狭く、文化財の所在確認

である文化財総合調査は、ほぼ終了しつつあると考え

られます。

そこで、今後の文化財保護、普及活動の一環として、

「史跡ガイド養成講座」を企画しました。これは市民

対象の講座で、市民に市内文化財の基礎的な知識を修

得してもらい、今後の保護活動に役立てます。そして

最終的には参加者を、史跡 。文化財を説明・紹介でき

るガイドとして養成することを目的としていました。

背景には文化財総合調査が開始されてから、すでに30

年が過ぎたということがあげられます。当時は調査を

行なうにあたり、考古・歴史・民俗 。自然など各種の

分野に専門的なチームを組織し、調査結果の報告書を

刊行し、文化財の普及をはかってきました。これと同

時に、市民対象の史跡 。文化財巡りといった企画事業

は、これまで調査担当者や福生市郷土資料室の職員が

講師となり対応してきましたが、近年は調査担当者の

高齢化や職員不足、市内在住者の郷土史研究者不足な

どにより、文化財の保護・普及のための後継者の育成

が急務となっています。

「史跡ガイド養成講座」は、「入門編」10回、「中級

編」10回、「上級編」10回の計30回の講座で実施しまし

た。内容は、

○入門編・市内の文化財紹介と、実地踏査

○中級編 。専門講師による福生の歴史の講義

○上級編・福生と関連する多摩の史跡見学

です。時間は、水曜日午前コースと土曜日午前コース

の 2班を設定しました。これは参加者の仕事や家庭環

境に関係なく、より多くの市民が講座に参加できるよ

うにと配慮したためです。

その結果、水曜日は29名、土曜日は5名 の参加があ

りました。土曜日には一般に仕事を持つ若い方が参加

すると考えていましたが、その希望者は少なく、逆に

水曜日に参加者が多く集まりました。仕事を退職され

た方や主婦の方の参加が目立ちました。これまで講座

はほぼ土曜日に開催していたので、予想外の結果でし

た。

また参加者の目的やレベルもまちまちで、歴史に興

味がある人もいれば、福生市のことを知らないから勉

強のため来た人など様々でした。課題などが苦手な方

も多く、自主性をもって学習することは困難と判断し、

入門編が終了した時点でガイド養成を目的とせず、史

跡 。文化財の所在や簡単な内容を知人や家族に紹介で

きる講座へと、その方向性を変えて進めていきました。

そして現地見学や、実際に資料を見るといった学習を

増やしました。

今回の講座では、残念ながら最終的に当初の目的通

リガイドという形で養成できた方はいませんでしたが、

初めての試みとして、参加者の意識や傾向などのデー

タを収集でき、今後への参考とすることができました。

そして現在、この講座の卒業生の数名が、地域の歴史

サークルや古文書研究会に参加し、郷土史の学習と史

跡見学などの活動を続けています。福生市郷土資料室

では、このような市民や団体への資料の提供や企画の
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協力、調査法の指導などを引き続き行なっていき、人

材の育成をはかっていきます。平成11年には『福生市

史』の普及版『福生歴史物語」が刊行されました。今

後はこれをベースに市民対象の福生市史普及講座を企

画し、今回の講座の結果をふまえて、市民レベルのガ

イドの育成、そして文化財の次世代への継承を考えて

いきたいと思います。

五日市郷土館のボランティア

あきる野市五日市郷土館

あきる野市生涯学習センターでは、市民を対象に郷

土の歴史、自然、文化等を学ぶ講座を開催し、その受

講者が市民解説員となり知りえた知識で、各社会教育

施設でボランティアとして来館者に展示品等の説明を

しています。各施設には、日程表が配布され当番の者

が派遣されて来ます。ほかに、市民解説員主催で市内

の施設、名所旧跡や神社仏閣などの案内と説明をする

「市内探訪」を実施しています。

五日市郷土館には、土曜日、日曜日の午後 1時から

4時まで古民家で待機していて、来館者に古民家につ

いての構造や歴史を説明したり質問に答えたりしてい

ます。希望者には、郷土館内の展示品説明や質問にも

答えています。また、団体の来館予約で解説希望のあ

る時は、 1週間前までなら生涯学習センターヘ派遣依
頼を提出し、センターで日程の合う者を探し派遣され

て来ます。

小学校 3年生では「昔の暮らし」についての勉強を

しています。市内の12校中11校が郷土館を利用してい

て、それにも市民解説員の派遣をお願いしています。

見学時間や授業の内容は学校ごとに違うので解説員は、

直接学校の担任教師と打ち合せをして実施しています。

熱心な解説員は、事前に郷土館へ来て展示品を再確認

して、その物についてまた勉強するなど、子ども達に

間違ったことを言ってはいけない、分かりやすく話し

たいなど努力しています。子ども達と接して市民解説

員としてボランティアをすることが非常によかったと

いう声を聞きます。

解説記録には、市民解説員として説明や質問に答え

るだけでなく、囲炉裏を囲んで一緒にお茶を飲みなが

らの会話が記載されています。年配者で、同じような

萱葺屋根の隙間風の通る家に住んで居たので懐かしく

思い出し、昔の生活など会話が弾みいろいろ勉強にな

ったこと、お茶が好きな方で、このお茶は美味しいが

水道水ではないのではないかと聞かれ、湧水を汲みに

行き使っていることを伝え、水の違いが分かってもら

えて嬉しかったことなどがあり、楽しく解説している

特集。市民のカ ー博物館活動のひろがリー

と思われます。しかし、雨天で来館者が 0の ときなど

は、帰る際「今日は一人も来ませンでした」と言われ

ると気の毒で、次回の当番の時は多くの来館者が来る

ことを祈っています。

古民家には、昔の農具 (石臼、唐箕、蚕の飼育道具、

籠、背負い梯子など)も 数は少ないが展示してありま

す。しかし、実際に自分で使ったことのない、また、

古民家のような家に住んだことのない解説員さん力`多

数います。農業経験者や同じような古民家で生活した

来館者が、音を思い出し体験談などをする者が多く、

それを聞くことが非常に勉強になるようです。自己の

余暇を利用して、昔の住居、農業・林業・商業 。漁業

などの道具、地域の歴史、自然などの勉強をして、そ

の知識を市民解説員として多くの者に解説し、後世に

伝えることは大変貴重なことであり、郷土館発展にも

寄与されているものです。また、市民解説員としての

ポランティア活動を生きがいにしている者もいて、市

民解説員ポランティア活動の、益々の発展を祈るもの

です。

展示説明員の活躍

羽村市郷土博物館

はじめに 平成13年度は、39,193名 もの方々に来館い
ただきました。そのうち、15,318名が小学校の団体に

よる児童数です。平成14年度から実施されている新指

導要領において、小学校 3・ 4年生の社会科で学習す

る内容として「地域の地理的環境、人々の生活の変化

や地域学習の発展に尽くした先人の働きについて理解

できるようにする」との目標が掲げられています。こ

れを受けて、東京都教育委員会が作成する副読本には、

具体的な先人の例として渋沢栄一や青山士とともに玉

川兄弟が挙げられています。玉川兄弟については、以

前の指導要領による副読本にも取り上げられており、

多くの小学生が東京都の偉大な先人として玉川兄弟を

理解し、玉川上水について学習してきました。

承応 2年 (1653)に開削されたとされる玉川上水は、

羽村から多摩川の水を取り入れています。「進取の気

性」といわれる羽村人の基盤となっているのが玉川上

水であり、羽村市民は大きな誇りを持って上水に接し

てきました。当館では、そのような歴史 。文化を正し

く次代に引き継ぎ、市民の学習の場として機能し、多

くの情報提供ができるようにと、玉川上水に関する資

料を展示の中心に据えています。そのような当館の展

示が絶好の教材となるということで、多くの都内小学

校が社会科見学などで訪れるのです。公立小学校は勿

論のこと、私立小学校も多数利用いただいています。
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特集。市民のカ ー博物館活動のひろがリー

昨年度の本紙で懸念した来館される学校数の減少に

ついては、今のところ担当者の杞憂に終わりました。

これは、前年踏襲型の引き継ぎによる玉川兄弟の存在

感の大きさもあるでしょうが、なにより、当館の展示

説明 (員 )制l度が広く深く各学校に浸透している賜物

と理解しています。

展示説明員制度のはじまり 平成 3年 5月 、市民公募
による「展示説明員養成講座」を開講し、 9月 より展

示説明員制度を事実上スター トさせました。これは、

前述の通り小学校4年生の団体入館が多いため、求めに

応して常設展示の説明をすることで、より学習効果を

上げられるようにとの思いが背景にありました。

展示説明員制度の概要 前述の通り、学校の求めに応
して説明を実施するため、学校の予約の段階で説明希

望の有無を確認し、希望のある場合にはその時間帯に

説明員を配置します。当初とは運用上の変更があり、

現在では 1時間単位の拘束時間としています。当館の

展示説明員制度は「無償」ではなく、時間単位の謝礼

を支給しています。また、 1日 に複数校が展示説明を

希望する場合には、入館時間に最低30分の時間差を設

けて、 2名 の説明員を配置することもあります。

説明は、オリエンテーションホールに全体を集めて

集団説明となります (前号当館記事の写真参照)。 1校

あたりだいたい15～ 20分程度、玉川上水、特にその歴

史と役割について説明をします。現在では各学校の学

習の進み具合なども考慮に入れて、重点的に説明して

欲しい個所の希望も取り入れています。質問などに答

えた後、展示室で個々に説明する場合もあります。

さらに、月 1回定例会を開き、説明内容の統一や説

明方法の研究、時には館外研修などを行います。翌月

の担当もこのときに調整します。

展示説明員制度の発展 学校の求めに応じてというこ

とでしたから、自然と説明の内容は玉川上水に限定さ

れるようになりました。展示説明員は、相手が小学生

であろうと、決して手を抜くことなく、自己学習を進

め、玉川上水に関する知識を深めてきました。古文書

が読めた方が原文書の理解ができると感じれば古文書

の読解について勉強し、現在の玉川上水の様子を知ら

なければ子供達の質問に答えられないと思えば羽村か

ら四谷まで歩き、さまざまな方々から聞き取り調査を

して、日々 研鑽を進めてきました。結果、当館学芸員

と同等か、場合によってはそれ以上の知識を有するに

至りました。

評判が評判を呼ぶとはこのことで、現在では来館す

る学校のほとんどが展示説明を希望します。中には、

当館の見学には必ず展示説明が付くと誤解されている

先生方も少なくありません。さらに、事前に質問事項

をファックスで送ってきて、当日それに答えることも

あります。

展示説明員制度の後継育成 しかし、現実としてこの

展示説明員制度は岐路に立たされています。学習指導

要領の改訂に伴う来館校の減少については杞憂であつ

たと先に述べました。けれども、後継者問題という職

人世界での大きな壁がここにもあるのです。

実際のところ、当初スター トした時の要員は 6名で

した。すべてが家庭の主婦で、貴重な時間を割いて協

力いただいてきたのでしたが、今年度はその中から3

名を残すのみとなってしまいました。この間、何も手

を打たなかったわけではありませんが、結果として後

継を補充することなく当初の人たちに頼ってきました。

後継として、展示説明をしてみてもいいという人たち

に集まつてもらい、当館の展示に関する講座、特に玉

川上水について学習した後、先輩説明員の説明を見学

すると、自分たちにあそこまで出来ないと自信をなく

され、説明員まで育たないのです。それほどまでに自

立した先輩方は、大変誇らしいのですが、それがネッ

クとなって後継が育てられなくなるとは予想もしませ

んでした。これからは、教員退職者の人たちにも声を

かけていくべきであると考えています。

また、説明を学校側の来館時間にあわせるため、決

まった時間に説明をするというわけにはいきません。

予定は基本的には lヶ 月前ぐらいにはわかるのですが、

1週間前ぐらいにあわてて予約する学校もなくはあり

ません。相手の時間に合わせられるフレキシブルさが

要求されます。これも後継者が育たない要因の一つと

考えられます。

制度発足より10年以上が経過し、現在の展示説明員

だけでは持ちこたえられなくなってきています。早急

に後継を育成して、来館される学校の希望に応えなく

てはなりません。

展示説明員制度が抱える問題点 これまで述べてきた
とおり、当館の展示説明員制度は各学校に受け入れら

れ、大変誇りのある制度であると自負しています。し

かし、ここにはいくつもの問題が内在しています。後

学のためにそれを整理しておきます。

まず第 1に後継育成の点です。■れは前述の通りで

す。第 2と して、説明内容の個人差があります。研修

会や他の説明員の説明を聞くことで、最大公約数の説

明内容は各自が理解できます。当館としては各学校に

同じレベルの説明をしたいという考えがありますので、

この最大公約数がきちんと説明されていれば問題はな

いと考えます。しかし、解釈については大問題となり

ます。当館では、玉川上水に関する展示の基礎資料は

『上水記Jの内容に基づいています。当然展示説明に

おいてもこの資料に基づ く説明となります。江戸時代

の玉川上水に関しては、建設当時の資料がなく、明確

な事実を知ることは不可能です。後世に記録された資

料には、『上水記Jのほかに工事の期間や費用などにつ
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いて異なるものがあります。どれが正しくてどれが間

違っているといった次元の問題ではありません。解釈

の問題です。当館では『上水記Jの記述によっている

ということに過ぎないのです。それを、自分の解釈で

はこうだからといつて、『上水記Jの内容を否定された

り、違う説を説明することは許されません。個人の学

習が高まるに従って、いろいろな解釈をしたいと思う

のが研究者です。そこの線引きを最初にきちんと押さ

えておかなければならない問題です。

第 3と して、謝ネLの問題があります。臨時職員でも

なければ研究者としての講師でもない展示説明員は、

身分的に非常に不安定な位置にあります。いっそ無償

なら博物館ポランティアとして堂々と存在をアピール

できます。しかし、展示説明のために実地見間に出か

けたり、資料を購入したりという努力に、何か報いる

ために謝礼を支払ってきたという経緯があります。

そして、最後に博物館との関わり方があります。博

物館ポランティア制度のある館にも共通していると思

いますが、個人対博物館なのか、グループとしてのま

とまり対博物館なのかで、関わり方が異なってきます。

これは主体ということにも関係してきます。

おわりに 当館の展示説明員制度について概略をご紹
介し、問題点を整理してみました。今後も積極的に取

り組んでいきたい事業ですので、いろいろとご指導、

ご教示いただければ幸いです。

市民参加の現状と課題を考える

立川市歴史民俗資料館

ボランティアの活用と市民参加型の館活動について、

当館で紹介できる事例は多くはないが、現在の課題と

今後の展開を考えてみたい。

最近、ポランティアを館活動に活かそうとする取り

組みをよく耳にする。阪神淡路大展災の支援ではポラ

ンティアが大活躍したそうで、ポランティアがかなり

社会に活かされてきたようである。しかし、欧米に比

較すると、日本ではポランティアに対する認識がまだ

まだ低いように感じられる。ポランティア活動がうま

くいかない原因のひとつは ポ`ランティア=無償奉仕″

という図式だけが先行し、採用側は人件費のかからな

いアルバイトとして考えているが、ポランティア側は

そこまで期待されても困るという双方のズレが考えら

れる。ポランティアについての認識不足を改める必要

がある。

当館では現在までポランティアを取り入れた本格的

な活動は実施していない。しかし、今後はポランティ

ア (市民の力)を活動に活かそうとする方向にシフト

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

するであろうし、また、潜在的にポランティアの志望

者はかなり多いとも予想される。したがって、今後、

先進的にポランティアを取り入れている館の事例を学

ばせていただきながら、ポランティアを活かせそうな

分野の研究をする必要があると考えている。

なお、当館では土日祝日に市民団体に展示解説を有

償で委託しているが、これは職員が手薄な土日祝日を

補佐するもので、ポランティア活動として位置付けて

はいない。

市民が参加できる館活動として当館では、現在、体

験学習が主体となっている。平成13年度には14回の体

験学習を開催した。(附属施設古民家園実施のものは除

く)七夕など年中行事に関連するものが 6回、竹細工

や手打ちうどん作りなど郷土の伝統を学ぶものが 5回、

文化財めぐりなど市内を散策するものが 2回、講演会

が 1回 という内容であった。14回の体験学習を通し、

のべ479名 の参加があった。参加者の傾向は
｀
食
″に関

するものなどいわゆるおみやげ付の事業は人気が高い

ようである。今後、体験学習としての範囲を逸脱せず

に、市民のニーズに応したテーマをいかに設定できる

かが課題となっている。

一方、当館の収蔵資料の多くは市民からの寄贈品で

ある。やや乱暴だが、間接的な市民参加と考えられな

くもない。

現在まで館が活動してこれたのは多くの市民に支え

られてきたという事実も否定できない。しかし、現在

の当館における活動は、体験学習にしろ企画展にしろ
｀
市民=お客″という図式であり、市民と館の間には

まだまだ距離があるといわざるを得ない。
｀
市民=お

客
″
という一元的な考え方を一歩すすめて、館と市民

が一体となって活動できる機会を探ってみる必要があ

るだろう。難しい面も多々あろうが市民企画の体験学

習や写真展など、できそうなことから始めてみたい。

昨今の博物館・資料館をとりまく環境は例年厳しさを

増しているが、逆に、市民が参加できる環境作りへの

チャンスとして、今後の館活動につなげていきたいと

考えている。
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日野の古文書を読む会とふるさと博物館

日野市ふるさと博物館

日野の古文書を読む会は、平成 5年に日野市中央公

民館が行なった「初めて古文書体験教室」に参加した

メンバーが、受講後の平成 6年 1月 に立ち上げたサー

クルで、今年10周年を迎えます。

メンバーは40～ 70代の男女から成っており、主なメ

ンバーのもとの職業は会社員や公務員、主婦など様々

で、定年退職や子供の成長を機に新たに古文書の勉強

を始めた方々です。

この会は、毎月の例会講師を会員が交替で担当する

ばかりか、 日野市中央公民館が開催した、その後 2回
の古文書入門講座「やさしい古文書体験教室」 (平成 6

年秋)、 「古文書で読む江戸時代の旅」 (同 11年秋)の講

師をつとめ、また会員向けに『古文書学習の手引きJ

を編集 。発行し、さらに一般向けの歴史講演会「江戸

幕府の代官と多摩地域」 (講師村上直先生
。年 1回連続

3回 )、「児玉幸多先生のお話を聞く会」(講師児玉幸多

先生)を主催するなど、古文書を読み、地域の歴史を

勉強するのが楽しくてしかたがない会に成長しました。

日野の古文書を読む会の有志による研究部会は、平

成 6年 10月 、日野宿の間屋兼日野本郷名主である上佐

藤家の襖下張文書の調査 (下張りのため切断された状

態の文書のなかから同一文書を見つけて修復・接合・

分類して袋に詰め、日録をとる)。解読のために発足し

ました。これまで解読した書状件数は四百数十通に達

しています。

またこの研究部会は、平成10年に当館で行った市制

35周年記念企画展「日野新選組展』に併せて、『八王子

千人同心井上松五郎 文久三年御上洛御供旅記録』を
解読し、出版しました。これは、新選組隊士井上源三

郎の兄松五郎が14代将軍徳川家茂に従って上洛した際

の日記で、旅日記としての面白さに加え、新選組とし

て組織される以前の近藤・上方 。沖田・井上らの動向

が記された、新選組研究にとって重要な史料です。ま

た当博物館が発行 。配布しているリーフレット『殉節

両雄之碑』は、明治時代に高幡山金剛寺に建てられた

近藤勇・土方歳三の顕彰碑 (原文は漢文)に読み下し

と注釈・解説をつけたもので、同部会が解読編集した

ものです。こうして培った力が、博物館での活動に遺

憾なく発揮されています。

日野の古文書を読む会や同研究部会の地元に密着し

た地道な活動には、日野の郷土史家であり、日野市史

編集委員 (現在は日野市古文書等歴史資料整理編集委

員会委員)と して市の歴史編さんに長年かかわつてき

た谷春雄氏の指導と援助があります。また日野市史編

さん担当の職員が史料の選択についてア ドバイスをし

たり、市内の古文書を解読演習の史料 として提供する

などして会の活動を支えてきました。そして平成10年

に市史編さん事業が終って、日野市史の活動の場が当

館に移ったのを機に、当館も古文書の会と深 く関わる

ようになったのです。

研究部会は、現在、週 1回当館講座室に集まって部

会としての活動を行ったり、博物館に寄贈された膨大

な資料や期限つき借用資料の目録とりや、展示に必要

な文書の解読、日野宿瓦版などのリーフレット作成な

どのポランティア活動も行っています。さらに週 1回、

有志が集まって谷氏から江戸後期から明治
。大正 。昭

和にかけての日野宿の変遷に関する間取り調査を行っ

ています。

博物館へのニーズは学校教育面や生涯学習社会の中

で増すばかりです。限られた職員で展示をはじめ学校

教育との連携や体験学習会・講座、レファレンスなど

様々な業務を行わなければならず、膨大な資料・情報

の調査 。整理を十分行うことができないのが現状です。

そのような中、同会のような手助けはとてもありがた

いマンパワーです。一方同会でも、整理作業などは

様々な資料に実際触れることができるまたとない機会

であり、常に新しい教材を入手することにもなるわけ

ですから、会自体の学習活動に広がりを出すことがで

きます。そしてこのような「お互いに支えあう」の関

係こそが、会との良好な関係を保つ上での不可欠要素

であり、このような人々を各分野で育てることこそが、

限られた人員の中で館の活動を広げる鍵になるのでは

ないかと考えます。

市内にはこの他にも、「歴史と民俗の会」や「日野の

昭和史を級る会」など様々な会が活動しています。「日

野の古文書を読む会」が10周年にあたる本年、当館で

は展示の中でこれら団体の活動を順次紹介する予定で

す。博物館はこれらグループに活動の場と資料を提供

し、後継者育成のための講座を開くなどしてその活動

を支援すること、そういった関係性を築けるよう、こ

れからもがんばっていきたいものです。

ボランティアが伝える昔の暮らし

一小学生民具案内一

くにたち郷土文化館

当館でのポランティア活動の典型的なものとして地

域伝承グループによる「民具案内」及び「我ら稲作

人」、市民指導者による「星空ウォッチング」が挙げら

れる。ここでは民具案内を中心にポランティア活動と

博物館の関わりについて述べる。
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1。 民具案内の経緯 民具案内は、もともとは市立第
一月ヽ学校にPTA父母や市民の手で集められた多くの
民具 (昔の農具や生活道具類)を使って、学校、教育

委員会、地域のポランティアグループ「くにたちの暮

らしを記録する会」 (記録する会)の人たちが小学 3年

生に当時の話を聞かせ、実際に道具を使ってみせ、体

験学習の場として案内しようということで昭和50年代

に始まった。

案内役の「記録する会」のメンパーには50代から60

代の主婦や70代から80代の農家の男性ら10数名が参加

し、教育委員会社会教育課とともに民具の収集や聞き

語りの記録集作成などの活動をポランティアで行って

きた。メンパーは家事仕事の合間を縫って、また、農

作業の合間を縫って案内役を買って出て、それぞれの

持ち場で体験談や伝統的な技を生徒たちに伝えてきた。

案内役の人たちが第一小学校の 2つの空き教室に生

徒たちを案内し、そこに保管されている民具類の使い

方を説明する。自や杵、鍬、千歯扱き、万石といった

道具を見せ、使い方や仕事振りなどについて話をする。

続いて視聴覚室では部屋を暗くし、ランプに明かりを

灯し、まだ電気はなくランプしかなかった時代の暗さ

と明るさを実感してもらう。ここでは記録する会の年

長者が昭和初期の暮らしぶりや子供の遊びなどについ

て話をする。さらに、石自を使って生徒たちに自を回

させ、実際に大豆を挽き、きな粉になって出てくると

ころを見せる。ここでは案内役が「石自ひき歌」を歌

って聞かせた。最後はわらを使って、縄ないを体験す

る。このような体験学習を案内役ポランティア、教育

委員会、学校の 3者が一体となって、午前中にかけ行

ってきた。毎年、公立小学校 8校のうち 5、 6校が参

加した。

2.案内役の役割 その後、平成 6(1994)年にくにた
ち郷土文化館ができたことをきっかけに、翌 7年 1月

から郷土文化館に移行して民具を使った体験学習を主

体とし、公立 8校に私立 3校を加えた11小学校の 3年

生を対象に総合学習の一環として、記録する会の人た

ちの協力を得て毎年 2月 を中心に行っている。会場に

は講堂、研修室、歴史庭園、伝承庭園、展示室などほ

とんどの施設を使っている。民具案内の期間は11小学

校の 3年生約900名が当館に訪れ、冬の風物詩ともな

っている。

郷土文化館では、まず講堂で行灯や提灯、手燭、が

んどう、ランプなどさまざまな明かりの道具を見て、

部屋を暗くして実際に各道具に明かりを灯し、記録す

る会の年長の会員から解説を聞き、電気がない頃の生

活ぶりを学ぶ。次に歴史庭園と伝承庭園でくずはきか

ごやもっこ、野菜かご、背負い梯子など運ぶ道具を担

いでみる。明治時代と思われる大八車もグループでひ

いてみる(表紙写真)。 一方ではたらいに水を張り、洗

特集 。市民のカ ー博物館活動のひろがリー

濯板でハンカチを洗ってみる(写真)。 また、石自で大

豆をひき、きな粉にする過程を体験する。それぞれの

場面に案内役がついて指導する。そして、全員が研修

室でわらを使って縄ないを行う。多い学校で120名 以

上の生徒数になるが、縄ないの指導には15名のメンバ

ー全員があたり、まさに手取り足取りの指導になる。

初めての縄ないに戸惑う生徒もいるが、30分ほどで一

通り縄の状態までに仕上げる。中には 2本つないで縄

跳びの縄にする生徒もいる。自分でわらから縄をなえ

たことに大喜びである。

3。 ポランテイア活動と博物館 これらの案内を通し
て生徒たちは、教室の勉強とは一味違う学習をし、自

ら体験する感動を味わうことになる。最後のまとめ会

では、生徒たちから、昔の道具に触れ工夫の様子がわ

かったことや、石自の働きの素晴らしさ、縄ないがで

きたことの喜びなど、生き生きとした感想が一人一人

から出され、改めて民具案内の重要性を感じさせてく

れる。

博物館施設として民具資料を多く収蔵しているが、

保存しているだけでは資料が活かされない。これらを

いかに活用していくかが大きな課題である。道具が使

われていた状況や生活の様子を地域の経験者に語って

もらい、それを生徒が聞き、実際に使ってみて理解が

深まる。

記録する会の活動は、民具案内のほかにも「我ら稲

作人」での稲作指導や「わら細工教室」でのわら草履

作り、注連縄飾り作り、古民家での伝統行事の再現な

ど幅広く、博物館活動を支える一翼を担っている。こ

のように地域の生活文化を語り継ぎ、体験を通して子

供たちに伝えていく案内役のポランティア活動は、博

物館にとって貴重なものである。会員の高齢化が進む

中で、態勢の継続性についても一体となって取り組ん

でいく必要があると考える。現在では、このような伝

承活動に関心を持つ若手の主婦の参加もあり、記録す

る会の活動を支えている。博物館資料をもとに生きた

体験学習を行うためにも、市民ポランティアとの協力

関係を強めていきたいと考える。
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人から学ぶ、自然から学ぶ

―ボランティアと共に行う総合的な学習一

東大和市立郷土博物館

「環境教育ポランティア講座を開催します !～総合的

な学習の授業をお手伝いいただけませんか ?～」こん

なタイトルのチラシを、昨年の4月 に小学生の保護者

あてに配りました。講座の目的は総合的な学習の中で、

環境教育 (自 然観察、自然体験を中心とした活動)を

行う時のグストティーチャーを育てるというものです。

この呼びかけに30人以上の方が応募してくださいま

した。月 1回のペースで講座を開催し、さっそく小学

校にも学芸員と共に出向いて授業を行っています。

*                    *

「わ―すごい !」「後ろの方でもやってください !」

小学校 4年生の授業のひとこま。飛ぶタネの模型を作

って教室で飛ばして見せたところです。理科の単元

「すずしくなると…」を発展させ、総合の時間にタネ

について学習しようということになったのです。

はじめの時間は先生から「みんなで育てたヘチマに

もタネができたね。タネがいくつあるか数えてみたい

ね。」と投げかけがありました。こうして子供たちはタ

ネに興味を持ちはじめ、学校や家のまわりでタネを集

めるようになりました。

次の時間、学芸員がワークシー トといろいろなタネ

を持っていきました。植物のタネは自分の仲間を増や

すため、さまざまな方法で遠くへ運ばれる工夫をして

います。ワークシー トを使って、風で飛ばされる、動

物に食べられてフンとして運ばれる、たくわえられて

運ばれる、 くっついて運ばれる、はじけとぶなどの運
ばれ方があることを学びました。

その後、紙とクリップを使って風で飛ばされるタネ

(マツ、ユリ、ツクバネなど)の模型を作ります。な
るべく本物と同じような形にすると、ヒラヒラクルク

ルまわりながら落ちてよく飛ぶのです。

この授業では、ポランティアの方たちが大活躍。子

供達のあいだをまわって、適切なアドバイスをしてい

ただきました。そうでなければ、時間内に予定の模型

を全て作ることはできなかったでしょう。

次はフィールドワーク。雑木林に出かけタネの採集。

「 1人10種類は集めたいね」という投げかけに、子供

たちは熱心にタネ探 しをしていました。もちろんポラ

ンティアの方にも来ていただき、いっしょにタネ探し

をしました。

今度は、みんなで集めたタネの仲間わけです。タネ

を運ばれ方によって分けていきました。当然、運ばれ

方のわからないタネも出てきます。そこで話し合いが

生まれ、友達の意見に耳を傾け、各自自分の意見を持

ち発表できるようになりました。この時間のねらいは、

タネの分類について自分の意見を持てる、でした。

最後はタネの標本を作って終りです。運ばれ方で整

理する子、採集地別に整理する子、色や形で整理する

子…。タネ博物館と名づけて標本整理をした子もいま

した。

タネの授業は、ボランティアの方たちの協力なくし

てできない授業でした。ボランティアリーダーが大勢

見えたことで、楽しくわかりやすい授業になったので

す。子供たちも喜んでくれました。もちろん、学年の

先生との打合せは綿密に行われました。そのことで、

先生のはたらきかけ、私たちのはたらきかけが分担さ

れ、とても効果的だったと思います。

学芸員が 1学年100人を相手に話をしたり、フィール

ドワークをするのには、限界があります。ボランティ

アの方々にお手伝いいただくことで、より楽しくわか

る授業になり、内容も発展させることができるでしょ

う。行く行くはボランティアの方へ直接学校の先生か

ら連絡が行き、講師の依頼をされるようになると思い

ます。それがこの講座を開催した目的の一つでもある

のですから…。

*                     *

講座の内容や授業の様子、今後のお知らせ、ボラン

ティアの方からの意見、感想、子供たちのワークシー

トや授業の感想などを級った通信「風のたより」も発

行しています。ご希望の方にはお送 りしますので、ご

連絡 ください。

市民の手で植物標本を

パルテノン多摩歴史ミュージアム

当館の主要事業のひとつに、開館以来ずっと続けて

いる植物観察会がある。多摩市植物友の会という市民

団体と手を携えるようにして実施してきたもので、植

物を仲立ちとして市民とともに作り上げてきた事業の

タネの模型作りを見守るポランティア
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ひとつに数えることができるように思う。

■市民の手で植物標本を 植物観察会が始まったのは、
当館の設立より10年以上も前にさかのぼる1981年 (昭

和56)のこと。多摩市立郷土資料館 (当時は仮称とし
てこう呼ばれていた)を設立するにあたり、収蔵する
植物標本を市民の手で作ろうという目的で、多摩市教

育委員会によって始められた。翌年の1982年 (昭和57)

には、市民団体として多摩市植物友の会が創立され、

会員たちの精力的な努力によって、多数の植物標本が

確保された。

その後、多摩市立郷土資料館構想は紆余曲折を経て、

ホール機能を併設した複合文化施設という形で決着し、

1987年 (昭和62)に 多摩市立複合文化施設 (愛称 :パ

ルテノン多摩)と して開館することになった。
もともと多摩市立郷土資料館設立のために集めた植

物標本だったのだが、結局、ホールがメインとなった

複合文化施設となったことで、残念ながら当初のねら

いとは若干ずれる結果となってしまった。とはいえ、

開館と同時に、当館主催の植物観察会が立ち上がり、

以後15年以上にわたって活発に活動を続けている。

■活発な観察会 現在では、講座を初級と中級という
2つのレベルに分けて実施している。初級は、開設当
初からの一般参加による観察会。中級は、植物の知識

をある程度有している人を対象にした、より高度な内

容を扱う講座である。初級講座では、コース設定から

事前の下見、当日の案内、参加者への指導にいたるま

で、すべて多摩市植物友の会の会員が持ち回りでおこ

なっている。遠くへ足を伸ばすというのではなく、も

っばら足もとの自然を見つめていこうという趣旨で、

多摩市とその周辺地域をフィールドとして実施してい

る。この観察会で歩いたコースは、『多摩丘陵自然ふれ

あい散歩道Jと いう本にまとめ、けやき出版より1994

年 (平成 2)に 出版し、 トータルで7,000部以上を売る
ベストセラーとなった。

一方、中級講座は、年間を通した継続受講の形式で

おこなっていて、年間テーマを決めて深 く掘 り下げる

ような観察会をしたり、外部から専門家を招いてより

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

専門的な話をきいたりしている。この 2つの講座は、

人材の育成という点で、より有機的な関係をもたせる

ことを念頭においている。初級講座で育った人材は、

中級講座でより高度で実践的な知識を身につけ、さら

に初級講座でサブリーダーとして初心者の指導にあた

るという循環的なシステムを目指している。

■講座受講生による植物調査 中級講座では、2000年
度より多摩市の植物調査を実施している。年度ごとに、

特定のエリアを対象とした植物相 (フ ローラ)調査を
おこなうというもので、参加者自身が調査を体験する

ことにより、調査の方法を学ぶことを主眼としている。

年間講師である畔上能力氏 (植物研究家)の指導の

もとに、確認された植物の種名を調査票に記載してい

き、後でデータを集計するという方法で調査を進めた。

調査結果は、当館が発行する紀要に発表している。

なお、2000年度に実施した「多摩川の植物調査」で

は、456種 (帰化率27.2%)、 2001年度の「多摩市南西

部の植物調査」では、632種 (帰化率16.9%)が確認さ
れた。

■集大成・多摩の植物展 1997年 (平成 9)9月には、
これまでの活動の集大成として、多摩市植物友の会と

当館との共同主催で、「多摩の植物展～15年間のフィ

ールドノー トから～」と題する特別展を開催した。こ

れまでの地道な活動の成果を、地域に還元しようと企

画したものだ。

準備は 2年前から始め、植物友の会のメンバーと、

合計21回にわたる打ち合わせをおこなって、展示はも

ちろん催し物、販売グッズなどの内容を決定していっ

た。14日 間という短い会期ではあったが、期間中は

4,740人 (1日平均339人)の観覧者が訪れた。また会
期中には、小ホールを使って、植物友の会会員による

スライド上映会「多摩の植物・映像散歩～私たちが出

会った植物～」(参加者291人)や、多摩地域をフィー
ルドにしている市民団体の方々を招いたシンポジウム

「多摩の自然環境はいま～人と地域のネットワーク
～」(参加者218人)を開くなど、かなり盛りだくさん
な内容となった。

市民が主体的に参加して作っていく展示 という意味

では、一定の成果があったのではないかと自負してい

る。

■課題は標本整理 植物友の会メンパーたちの精力的
な努力により、集めた植物標本もかなりの数にの|よっ

た。現在は、植物友の会の有志の方々が、まったくの

ポランティアで整理作業を進めてくださっている。標

本整理に来ていただいている会員の方々には、本当に

頭が下がる。

ニュータウン区域が市域の 6割を占める多摩市では、

環境の変化が著しく、外国産の帰化植物が急速に分布

を広げている。種の同定も困難を極め、作業はなかな
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かはかどらない。しかし、いずれは植物標本目録を完

成させ、インターネットによる公開ができる日を、み

んな心待ちにしながら、作業を進めているところであ

る。       `
最後に、今後の大きな課題として、植物を担当する

専任の学芸員がいないことを指摘しておきたい。開館

当初は、植物を専門とする学芸員がいたため、観察会

の運営や標本の整理などについて、専門的な助言など

もできていたようだが、担当職員の異動が続き、現在

は歴史担当の学芸員が植物観察会を兼務する格好とな

っている。今後も実りある活動を続けていくためには、

植物担当の学芸員の採用がどうしても必要となってく

るだろう。

大学と地域社会を結ぶ繊維博物館サークル活動

東京農工大学工学部附属繊維博物館

繊維博物館サークルは「繊維博物館友の会」事業の

ひとつとして、昭和55年度から始まっています。サー

クル設立の趣旨は会員の生涯学習の一端を担うことに

あります。博物館の施設を利用して活動を行い、また

同時に当博物館の種々の行事にも積極的に参加するこ

とを通して繊維博物館の発展に協力することを目的と

しています。現在、織物・絹 。ひも結び
。組ひも。和

紙絵 。レース・手紡ぎ・型絵染 。つるかご・手編・藍

染。わらの12のサークルが活動を行っており、約260名

の方々が各サークルにて学習と創作活動を行っており

ます。このことは生涯学習の実践の場を提供すること

によつて、地域社会に開かれた大学をめざす東京農工

大学の大きな特色の一つです。

手紡ぎサークルによる講習会

当博物館のサークル活動が今日のように活発になっ

たのは歴代の館長、顧間教官、歴代館員と共にサーク

ル会員の永年の研究と努力の成果によるものです。そ

のなかで培われたのが、一般のカルチャーセンタ
ニに

ある工芸教室等とはまったく異なる現在の運営方法な

のです。つまり特定一個人のみの指導者の下で学習す

る方法ではなく、上級生が後輩を指導し技術と知識を

伝授する方法を採用しているのが最大の特徴です。ま

た、各サークルは 4月 の発足式で立ち上げて活動が始

まり、翌年の2月 に開催される学習創作活動の発表の

場である「サークル作品展」を経て、 3月 の終了式で

終わるというシステムを採用していることも活動をメ

リハリのあるものとしていると思います。そして、会

員期間も最長在籍でも4年間で卒業ですので下級生で

あった方も翌年にはそれぞれ指導する立場になってい

くわけです。このようにして学ぶことの楽しさと教え

合うことの喜びが相乗効果を生み、よい人間関係を創

り出し、サークルでの学習と創作活動が活気に温れて

いるのだと思います。

さらに、農工大ならではの特徴としてサークル活動

で使う材料を学内で調達できるものがあることでしょ

う。たとえば、農学部の牧場に羊毛刈に行く、附属農

場で田植え。稲刈りをして藁を調達するなどは特にユ

ニークな点です。また、これらの材料を用いて一般の

方々にサークル活動のエッセンスをお伝えする「サー

クル講習会」も学ぶことの楽しさと教え合う喜びの場

として、内外ともに好評を得ております。加えて、最

近ではサークル特別活動の一環として、小学校へ総合

学習の講師として招かれたり、地域の公民館などで講

習会を開催したりする機会も増えてきました。

繊維博物館の特色ある展示物として繊維素材の他に

繊維関連の道具や機械類があります。これらの機械類

は動いているところを見てもらうことでより
二層展示

の効果が上がります。そこで平成11年に「繊維技術研

究会」が組織されました。会員は東京農工大学の卒業

生を中心とした永年繊維企業で働き繊維関連の技術を

もつ人達です。現在では紡績機械や自動繰糸機、自動

織機、編機、 ミシン、組ひも機などの整備が進められ、
小学生が見学に来た時などに機械が動 く様子をみせて

解説するなどの活動によって大変喜ばれています。

ロピーに置かれた取っ手を

回転させるとだれでもす ぐ

組ひもが作れる機械。繊維

技術研究会の会員が整備 し

ています

繊維博物館では特別展・サークル講習会などの行事

はホームページでお知らせしていますのでぜひご覧下

さい。

URL http:〃 www.tuat.ac.jp/～ museum
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ボランティア「ひじろ会」の活動
―たてもの国のパー トナーとして一

江戸東京たてもの園

1.ポランティア活動の内容 当園のポランティア活
動は、「来園者のサービスを向上させると共に、市民に

開かれた博物館として生涯学習の一環とする」(ポラン

ティア設置要綱)こ とを主旨としている。1996年 (平
成 8)12月 から試行として開始し、1997年 (平成 9)

10月 から本格実施となった。ポランティアには「ひし

ろ会」という名称がついている。「ひしろ」とはたても

の園の近隣で「囲炉裏」を意味する。これは、ポラン

ティア活動が茅葺民家の囲炉裏に火を入れることから

始まったことに由来している。

2002年 (平成14)12月 現在89名が登録し、火 。水・

木 。金の曜日ごとの班に所属している。土曜・日曜は、

各班が分担している。

ボランティア内部の運営として、各班で班長と副班

長を選出し、役員会を構成しており園との連絡調整を

行なう。役員の中から互選で会長を選出している。

ボランティア活動は茅葺民家での囲炉裏に火を入れ

ることの他、来園者へのガイ ドやたてもの園の事業へ

の協力や自主活動 と相互交流がある。

茅葺民家で囲炉裏に火を入れることは、煙で建物を

燻し害虫駆除を行ない茅葺の維持管理に努める活動で

ある。ポランティアが炉端にいて、来園者に民家や道

具の簡単な説明や燻煙の効用などを説明する。

来園者へのガイ ドは二種類ある。ひとつは団体ガイ

ドで原則20名 以上の団体に対し約 1時間30分ほどで園

内をひととお り案内する。もうひとつは、「みどころ案

内」といい、園内の 3箇所に立ち、一般の来園者に向

けて、たてもの園のまわり方や当日の催しを 5～ 10分

程度で案内する。

たてもの園が行なう普及事業のうち約半数はポラン

ティアの支援を得ている。とくに近年、「昔くらし体験」

などの学校との連携事業が増加しており、ポランティ

アの支援が不可欠になっている。

自主活動は、ポランティアの知識や経験、技能を活

かし、たてもの園や来園者に還元する活動である。農

家の庭先で作物を栽培して農家の年中行事の事業に活

用したり、下町の路地などにあった鉢物を育てたりし

て生き生きとした情景再現をしている。農家の庭先で

わらじや草履などの藁細工を実演したり、移築復元し

た写真スタジオで希望者を撮影するなどのサービスも

行なっている。

相互交流として、毎月 1回程度、例会を開催してい

る。各班の意見を交換し情報を共有している。

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

2.ポ ランティア活動への支援 ポランティア活動が
円滑に進むように、園が一定の支援をしている。

交通費は、実費を支給しているが、ただ上限額を1000

円としている。またポランティア保険にはたてもの園

が加入手続き。支払いを行なっている。

活動の拠点として休憩棟の 3階をポランティア控室

として提供しており、打ち合わせや飲食に利用できる。

必要な道具や消耗品もたてもの園が支給している。園

内施設の利用も優遇し、 ミュージアム・ショップや飲
食施設での支払いが割引になる。本館である江戸東京

博物館の企画展の招待券も配布される。

そしてポランティア活動の質の向上をめざすため、

研修等を開催している。事前にアンケートを取り、そ

れを参考に園の担当職員が計画している。 1回 90分程
度の講義形式で年間 8回程度勉強会を開催しており、

講師は職員とポランティアが務めているが外部から呼

ぶこともある。さらに年に 1回バスを借り上げ、類似

施設を訪間する見学会も開催している。今年は浦安市

郷土博物館と国立歴史民俗博物館を見学した。類似施

設のポランティアと交流することは、自らの活動を省

みることにもなり好評である。

3.ポランティアの資格と登録 ポランティアの資格
は、18歳以上ということで制限はない。それ以外には

「人と接することが好き」ということを大切な要件と

している。ポランティア活動の基本はたてもの園と来

園者をつなぐことであり、来園者にじかに接すること

が多いためである。

登録は基本的に 1年間であるが、翌年も活動を続け

たい人は更新手続きを取る。大半の人が継続して活動

している。今のところ任期や定年は定めていない。

新規登録は毎年 1回実施しており、活動状況をみて

人数を増やしている。募集案内は当園や江戸東京博物

館など、各施設内に申し込み用紙を置くほか、近隣市

の広報誌や新聞の武蔵野版などに募集記事の掲載を依

頼している。またHP上でも案内している。

希望者は、申込用紙を提出し、 4日 間の講習会を受

講することが条件となっている。職員や活動中のポラ

ンティアが講師となり、園の概要や建築史の講義のほ

か、活動を実際に見て、ポランティア活動の基本を知

っていただく。 4日 間の講習を終えた希望者は正式に

登録され、火曜日から金曜日までの曜日ごとの班に所

属する。登録すると、園から登録証とポランティアの

ユニホームである青い半被と腕章が渡される。

4。 今後の展開 一対等のパートナーとして一
ポランティア活動を含め、当園は現在、大きな転換

期を迎えている。厳しい都財政のため、当園の運営は

抜本的な見直しの対象となっている。昨年度まで建造

物 2～ 3棟ごとに委託による案内スタッフが常駐して
いたが、それが全廃された。案内スタッフの対応が来
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園者に好評だつたので、当園としては大きな痛手であ

る。

この状況を打開し、サービスを回復するにはポラン

ティア活動を拡充するほかない。幸い、ポランティア

の皆さんがたてもの園を愛する気持ちを強 くもち、

「自分たちでたてもの園を盛り立てよう」という機運

が生まれている。そこで活動をいっそう拡充するため

に、既存の班の人数を増やすととともに土曜と日曜を

担当する班を新たに立ち上げることにした。現在の89

名を170人規模にすることが目標である。

経費削減に伴うポランティア活動の拡充を、「文化

の切り捨てであリポランティアに仕事を肩代わりさせ

ている」と指摘することもできる。しかし積極的な見

方をすれば、市民参画による博物館運営への転換とも

いえる。経済状況の不振が、生涯学習の場であり、市

民運営の博物館といった姿を進展させたともいえるの

である。

今後、博物館の運営には市民の参画が欠かせなくな

るだろう。このことは博物館にとって切実な問題とな

る。市民から支持されない博物館は淘汰されるのであ

る。市民にどれだけ貢献しているか、あるいは博物館

は自分の居場所でありかけがえのない施設と思う市民

をどれだけ生み出せるか、こうしたことが博物館存続

の鍵をにぎる。

その一方で運営を支えるポランティア自身の変革も

求められる。積極的な連携をはかるためには、博物館

活動を補完する立場から、自らの活動に責任をもつ対

等なパー トナーに脱皮しなければならない。そのため

にはNPO法人にするなどして運営の基盤を固めるこ
とも一つの選択肢となろう。

たてもの園のポランティア活動がすぐにNPOに な
るということはないにせよ、今後、いっそう参画の度

合が高まり、たてもの園の運営の一翼を担うパー トナ

ーとなることは間違いない。

【参考】

粟屋朋子 「生涯学習の一環として、生きがいの場と
して 一江戸東京たてもの園ポランティアの活動と運
営―」 「平成13年度調査研究事業報告書 高齢者の
社会参加と社会教育行政の支援のあり方』 2002年

東京都立多摩社会教育会館

博物館におけるボランティア活動に関わるアンケート

館名 活動の主旨

活動の有無 形態 開始時期 活動内容 活動日 活動人数 男女比 平均年齢

有

登録・会員制 展示解説 |ユ |ま毎 日 男≒女 ～ 20

随時 展示企画 週 3～ 4 男>女 20～

その他

(    )
資料整理 週 1～ 2 男 <女 30～

館外資料調査 月 1-3 40～

普及事業 2～ 3月 に 1 50～

体験学習 年に 1～ 3 60～

文化財管理 その他

(    )

70～

施設管理

植栽管理

その他

(     )
(     )

虹
小
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博物館におけるボランティア活動に

関わるアンケート ー結果報告―

三博協 編集委員会

本誌で「市民のカー博物館活動のひろがリー」を特

集するにあたって、編集委員会では、「博物館における

ボランティア活動に関わるアンケート」を実施した。

近年全国的に盛んになりつつあるボランティアや市民

参加の活動の実態について、三博協会員各館の基礎デ

ータを揃え、情報を交換し、運営上の参考に供するの

が目的である。

アンケー トの実施にあたっては、下記の用紙を2002

年11月 末日までに会員各館に送付し、翌年 2月 までに

19館より回答をいただいた。

そのうち活動が「有」としたのが10館。「無」とした

のが 9館である。ただし、「無」のなかには、「活動を

始める予定がある」または「活動を始める意向はある」

としたところが 5館 (町田市立博物館 。青梅市郷土博

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

物館・福生市郷土資料館・武蔵村山市立歴史民俗資料

館 。小金井市文化財センター)が含まれている。
「活動の予定はない」としたところは4館 (調布市

郷土博物館・瑞穂町郷土資料館・奥多摩水と緑のふれ

あい館・檜原村郷土資料館)だった。
現在、ボランティアが活動しているという10館と、

他に状況を寄せられた 1館についての内容を、アンケ

ートの回答のままにまとめたのが、次ページの表であ

る。上段が基礎データの表、下段が活動主旨とその他

補足事項である。

重ねて述べるが、それぞれの博物館の規模・設立主

旨・運営方針 。運営母体はまちまちであり、ポランテ

ィア導入の有無が、博物館運営の先進性を示している

わけではない。しかしながら、これからの地域博物館

が目指していく方向性の重要な柱として、地域や市民

との関わり方を模索していくことは欠かせないであろ

う。そのための材料のひとつとして、本データや本誌

が活用されれば幸いである。

処遇 。特典 研修 募集内容 資格 規則・要綱 担当部署 その他

交通費 定期 随 時 年齢 有

食事・食費 不定期 定期 ( ) ( )
保険 自主管理 不定期 居住地 征

（

利用割引 その他

(   )
その他

(  )

( ) その他

(  )利用優先 資格者

ユニホーム・作業着 ( )
その他

(      )
(      )

経験

( )

その他

(  )

活動を始める予定がある

活動を始める意向はある

活動の予定はない

かつて活動していたことがある

その他

(           )
該当する箇所に○印 (複数でも可)で回答してください。項目によっては数字か言葉お願いします。
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博物館におけるボランティア活動に関わるアンケート結果

館名 形態 開始時期 活動内容 活動日 活動人数

東村山.ゝ、るさと歴史館 随時 2000年 10月 公園プランニング 月 l～ 3 20前後

八王子市郷土資料館

同館 古文書調査
登録。会員制

2001年 7月
2002年 l月

展示解説

館外資料調査

ほぼ毎日

月 |～ 3

府中市郷上の森博物館 登録。会員制

2000年 同月
一部はそれ

以前から

展示企画

資料整理

館外資料調査

体験学習
施設管理

植栽管理

週 3～ 4

あきる野市立五日市郷土館
時
遣

随

派
20001「

展示解説

植栽管理

ほ帽群■日

週 |～ 2

羽村市郷土博物館 登録 0会員制 展示解説 春・秋に集中

日野市 .ヽ、るさと博物館 登録。会員制 2002f「 9月
資料整理
文書解読
展示補助

週 l～ 2 3

くにたち郷土文化館 随時 1980年頃 体験学習
1月 ～ 3月

(週 l～ 2)

東大和市立郷土博物館 登録。会員制
20021「月謹
1996年度

体験学習
植栽管理

月 l～ 3

パルテノン多摩歴史 ミュージアム 随時 1987年
資料整理

館外資料調査
月 |～ 3

江戸東京たてもの園 登録・会員制

1996年 12月

施行
1997年 10月

本格実施

展示解説

普及事業

体験学習
文化財管理

ほぼ毎 日

館名 活動の主旨

東村山レヽ、るさと歴史館

「しもやけべ遺跡公園を育てる会」として埋没保存の決定をした市内
「下宅部遺跡」の公園づくりを通じ、「成長する公園」をキーワードに

公園の造園、事業の企画・運営・維持管理を行う会

八王子市郷土資料館
同館 古文書調査

社会教育事業の一環として博物館活動の市民参加を促し開かれた博物

館運営を目指す。

府中市郷上の森博物館
市民ポランティアの自主的な活動を支援・推進することにより、「市民

とともに育む博物館構想」を実現していく。

あきる野市立五日市郷土館

羽村市郷土博物館

日野市しヽ、るさと博物館

くにたち郷土文化館 小学 3年生 民具案内解説・体験指導

東大和市立郷土博物館
昔ながらの手法による雑木林の管理、及び小学校総合学習における自

然環境学習のサポーター

パルテノン多摩歴史 ミュージアム 多摩市および周辺地域の植物標本の収集
。整理

江戸東京たてもの園
来園者サービスを向上させると共に、市民に開かれた博物館として生

涯学習の場を提供するため

武蔵村山市歴史民俗資料館
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■型紙摺絵のいろいろ―館蔵岩崎コレクション染付磁

器よリー (12月 10日 ～2003年 2月 2日 )当館には1987

年に岩崎安吉氏にご寄贈いただいた1300点の印判手磁

器があります。印判手とは、明治から大正時代にかけ

て量産された染付磁器のことです。自磁に呉須で青い

文様を描く染付は、江戸時代まで、手書きに頼ってい

ましたが、明治時代に入ると量産のための技法が考案

されました。一つは伝統的な染付技法を応用した型紙

招絵、もう一つはヨーロッパからの技法を導入した銅

版転写です。前者は文様を切り抜いた型紙を当てて呉

須を塗り、文様をすりつけていく技法、後者は銅版画

を応用したものです。今回は銅版転写より早く始まっ

たとされる型紙招絵によるものを展示しました。

■町田・民俗の世界から一民具と暮らし―

(2003年 2月 11日 ～3月 16日 )人口39万人余を数える
町田市域も昭和30年代半ば頃までは、南関東のごく普

通の農村としての景観と伝統的生活様式を残す地でし

た。この展示では、江戸時代末から昭和30年代にかけ

ての町田に暮らした人々の生活の様子を民俗・民具か

ら概観しました。

活版印刷技術の展示

青梅市郷土博物館

現代社会では、技術革新が目覚しく、効率化は追求

され続け、人の手と技とに頼らなければならない産業

技術はそのほとんどが急速に駆逐される傾向にありま

す。このような時代の趨勢をまともに受けている諸産

業の中で、近 。現代の出版 。印刷文化を支えてきた、

金属活字による活版印刷技術もその典型的なものとい

えます。

青梅市内にも、数件の印刷工場が有り、かつては活

版技術による印刷でしたが、写真植字によるオフセッ

ト印刷の普及や、電算入力による製版が、金属活字の

活版印刷から取って代わってきました。

この中にあって、市内根ヶ布にその基盤を置く株式

会社精興社は、活版印刷を手がけた会社の中でも、保

有活字数と種類では国内一を誇り、加えて自社独自の

活字 (精興社書体)を もって、平成 7年まで稼動して

きました。根ヶ布本社敷地には、活字鋳造機、紙型製

造ユニットがこの業種特有の工場棟に残り、紙型倉庫

等、活版印届1工場特有の景観を見る事ができます。し

かし、一度寸断した技術は、様式的なマニュアノИヒを

できる部分はあっても大部分が直接携わった人々の工

夫、技の伝承に頼るところが大きいため、忘れ去られ、

再現が不可能となるばかりでなく、その様な人を育て

る教育的背景も理解が困難になってしまう事から、こ

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

の種の機器類や技術の保存は、産業史の上で重要な課

題となっています。

教育委員会ではこれまでにも、市内で発達した産業

や工芸について、伝統工芸技術の調査を実施しており

ますが、この「活版印刷技術」を重要な近 。現代産業

遺産の一つとして認識し、平成 9年度から3か年計画

で調査を実施し、青梅市文化財総合調査報告「活版印

刷技術調査報告書」を公刊する事ができました。

さらに、これを受け「活版印刷技術展」 (仮称)を青

梅市郷土博物館で行なっています。展示品は、活字の

もとになる、原字、亜鉛版パターン、母型などや活字、

活字鋳造機、スダレケース。原稿を見ながら、活字を

拾う文選作業。文選から文字間、行間などを整える組

版、植字作業。そして、印刷作業の様子などを実物資

料や写真など取り入れて活版印刷作業の様子をわかり

やすく展示します。期間は、平成15年 2月 18日 (火 )

から平成15年 5月 中旬までです。皆様のご来館をお待

ちしております。
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創立記念シンポジウム0狭山遺跡・里山

瑞穂町郷土資料館

1 創立25周年記念シンポジウム
瑞穂町郷土資料館は昭和52年 (1977年 )に開館し、

今年で創立25周年を迎えました。これを期して、瑞穂

町教育委員会の主催において7月 6日 (土)に記念シン

ポジウム「これからの郷土 。文化・科学技術」を瑞穂

町スカイホール会議室で開催しました。創価大学・山

本忠行氏の基調講演、東京理科大学 。小島尚人氏の基

調報告を中心に瑞穂町の歴史を踏まえた、新世紀への

展望を話し合いました。

瑞穂町は1970年代初頭から、狭山丘陵を中心として、

縄文時代草創期から中期に至る遺跡において相当数の

出土品が確認されてきました。歴史的には、延長 5年

(927年 )の「延喜式神名帳」に、現在の殿ヶ谷地区の

阿豆佐味天神社が武蔵国多磨郡八座の一つとして記載

されて以降、承久 2年 (1220年)には「八雲御抄」に

現在の狭山池が「富の池」として掲出され、また正安

2年 (1300年)には瑞穂町最古の板碑が建立されてい

ます。

中世には「村山郷」として知られ、村山土佐守等の

諸活動が造寺等において確認されています。近世に入

ると、享保の改革の一環として新田開発が奨励され、

享保10年 (1725年)か らは下師岡新田。長谷部新田・

栗原新田。殿ヶ谷新田等が相次いで開発の緒につき、

日光街道 。青梅街道の整備と相候って、現在の箱根ヶ

崎地区等は宿場としても栄えるようになりました。「箱

根そば」「ジユンサイ料理」「狭山茶」等が近隣に知ら

れるに至りました。近代の黎明は慶応元年 (1865年 )

に現在では「調練橋」の橋名を残す狭山池において近

在の人々を集めて砲術訓練が行われることに始まりま

した。明治から大正。昭和にかけては、養蚕・狭山茶・

村山大島紬等の地場産業が成立し、近年は狭山丘陵を

中心とした自然の保全と平坦地を中心とした産業振興

の調和のとれた町づ くりを進めてきました。

創立25周年という節目は、資料館のこれまでの歩み

を振り返り、これからの郷土文化のよりよい発展をめ

ざしてともにその道筋を考えるよい機会となりました。

2 狭山遺跡現地説明会
「狭山遺跡」は瑞穂町の諸遺跡の中で、「六道山遺跡」

とともに最もよく知られた遺跡であり、昭和40年代初

頭に東京都によって発掘調査が行なわれましたが、そ

の後は本格的な調査の機会がなく新たな本格的調査が

待ち望まれていました。平成13年度の東京都の試掘調

査によって、旧石器時代 。縄文時代 。弥生時代
。古墳

時代等の遺物が出土し、複合遺跡としてその重要性が

あらためて確認され、今年度の本調査開始時点で、旧

石器時代 。縄文時代等の遺物および灌漑用水に用いら

れた溝等の重要な遺構が確認されるところとなりまし

た。

瑞穂町教育委員会では、本遺跡の重要性を改めて認

識し、瑞穂町の歴史の黎明を町民等に周知することを

考え、東京都埋蔵文化財センターに、発掘調査の現地

説明会開催の要請を行い、文化財センターの多くの職

員の方々の御協力をいただき、 9月 9日 (月 )に町立学

校児童生徒を対象としてヽまた9月 14日 (土)に町民一

般等を対象として、「狭山遺跡現地説明会」を実施しま

した。

本説明会は、瑞穂町の歴史および狭山池 。残堀川の

成立等の状況を町立学校児童生徒ならびに町民一般の

方々に周知し、その歴史および環境保全等の認識に多

く寄与することができたものと思われます。

3 企画展「狭山丘陵の考古と自然」
6月 15日 (土 )～ 8月 31日 (土 )

瑞穂町の遺跡調査は、昭和43年 (1968年 )8月 に始
まった瑞穂町史編纂の一環として、「狭山遺跡」「六道

山遺跡」「浅間谷遺跡」の 3遺跡について、昭和43年

(1968年 )12月 、44年 (1969年 )3月 。12月 の二次に
わたって行われました。これが瑞穂町における本格的

な遺跡調査の始まりとなりました。それ以前の遺跡調

査は、町の有志の方々が個々に遺跡地域の周辺の表土

を調べて、表面採取することが中心でした。

これらの個人的な採取は今となっては大変貴重なも

のとなっています。昭和30年代から昭和40年代にかけ

てのこれらの遺物の主要なものを瑞穂町の発掘前史と

して展示しました。

瑞穂町の遺跡は、現在22箇所が確認されています。

時代的には、旧石器時代末期の出土品が確認されてい

る「松原遺跡」に始まり、「狭山遺跡」「浅間谷遺跡」

「六道山遺跡」などで、これらの遺跡では主に縄文時

代早期から中期に至る遺物が確認されています。瑞穂

町の遺跡出土品は、時代的な状況により、石器の出土
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が多く、これに比して、土器類の出土は少なくなって

います。

狭山丘陵とその周辺は現在、東京都に残る貴重な自

然遺産として認識されるようになりましたが、この展

示によって、その考古学的な時代確認がなされ、狭山

丘陵のより総合的な認識が深まることをめざしました。

4 秋季企画展「狭山における近世・近代の産業と芸
術」11月 15日 (金)-12月 15日 (日 )

明治維新に始まる日本の近代の諸改革に伴い、廃藩

置県・府県制等の実施が相次ぎ、次第に近代的な地方

行政組織が整ってきました。特に新たな府県制の実施

は、近世までの地域文化 。地域産業等に大きな影響を

及ぼしました。それまで日常的に交流・交易がなされ

ていたところに新たな行政的な区画割がなされること

によって、文化と産業の諸方面に従来の自然地形等を

越えた展開がなされるようになりました。

瑞穂町は、江戸時代の享保の改革による長谷部新

田・栗原新田・殿ヶ谷新田等の新田開発によって、現

在の町域の主要な部分が形成されました。明治時代の

当初、西多摩郡の各村は神奈川県に属し、その後明治

26年 (1893年)に至り東京府へと編入されました。そ

の後昭和15年 (1940年)に、箱根ヶ崎村 。石畑村 。殿

ヶ谷村 。長岡村を廃して町制を施行し、西多摩郡瑞穂

町となりました。昭和33年 (1958年 )に埼玉県入間郡

元狭山村の一部を合併し現在に至っています。

こうした時代的な変遷を伴いながらも、私たちの日

常生活は近世以来の地域交流による多くの蓄積と成果

を現代に活かし続けてきました。

秋季企画展では、一般に「狭山」と呼称される地域

に生まれ成長した産業と文化について、従来の調査等

を整理し、関連した資料とともに展観しました。産業

のうちでは特に製茶と養蚕 。染織に焦点をあて、文化

については町域に現存する建築 と、それに付加された

美術的な要素である彫刻や天丼画等を中心に、地域文

化を紹介しました。

5 常設展「囲炉裏端 0台所・里山の仕事」
狭山丘陵の裾野は近世中期以降、約300年にわたっ

て、いわゆる里山として、周辺の人々との間に共生的

な関係を保持し、丘陵がもたらす落ち葉等の自然資源

は安定した農業経営に欠かせないものでした。

里山は、歴史的経過の中で、農業を中心としたもの

ではありましたが、生産と消費の循環を一体としてと

らえる循環型社会のありかたを提示し、人間と動植物

と自然とが互いに他を犠牲にすることなく良好な関係

で継続的に生起する共生的な関係を具現してきたこと

が近年広く認められつつあります。里山は、山すそと

そこに広がる雑木林、谷戸の小さな田んぼや屋敷林に

囲まれた農家とその周囲の畑地などを含み、人と動植

物や、落ち葉や枯れ枝までがともに支え合いともに補

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

い合いながら、安定して持続した構成体を創 り出すた

めに多大な労力を必要とする人工的な営みでした。

この里山の仕事 と農家の囲炉裏を結ぶ一連の状況を、

復元することが、本資料館の常設展の総合的な主題と

し、調査研究を進めながら展示に反映してきました。

本年度においては、農具 と養蚕用具を中心的な課題 と

して取 り組みました。

入館者 100万人達成

奥多摩水と緑のふれあい館

奥多摩 水と緑のふれあい館は、東京近代水道100周

年及び小河内貯水池竣工40周年の記念事業として、東

京都水道局と奥多摩町の共同で旧奥多摩郷土資料館跡

地に建設し、平成10年11月 27日 に開館しました。奥多

摩の豊かな自然・水の大切さ。水源林の機能
。貯水池

(ダム)の仕組みや役割 。水源から家庭の蛇口に至る

過程をわかりやすく各ゾーンとも映像で紹介していま

す。また、水源地である奥多摩町の歴史
。文化 。郷土

芸能・地場産業等の紹介展示を行なっています。

水源である奥多摩町を知っていただき、東京の水源

地をより身近に感じられ、水と自然と人の調和の大切

さを知り、水道を利用する都市住民とのふれあいの場

をつくるための事業運営を行なっています。

100万人目の来館者を平成14年 8月 24日 に開館以来

約 3年 9か月の早期に迎えることができました。今年

度は「来館者100万人達成」の記念イベントを実施しま

した。

■5月 18日 (土)。 19日 (日 )(午前 。午後各 1回)春
の奥多摩ミニコンサート マリンバ演奏 (都民交響楽
団員)

■ 7月 1日 (月 )～ 7月 30日 (火)100万人達成日当て

クイズ (応募総数1,662人 正解者108人 抽選により正

解者30名にオリジナルオレンジカー ド進呈)

■7月 20日 (土)～ 9月 30日 (月 )わ くわく水の探検
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スタンプラリー (対象施設:水の科学館
。水道歴史館・

奥多摩水と緑のふれあい館 )

■ 8月 24日 (土)100万人達成記念式典 (100万人目の

方へ記念品贈呈 。くす玉割 。100万人達成日当てクイズ

当選者抽選 )

■ 9月 15日 (日 )奥多摩水源地郷土芸能フェスティバ

ル (国指定重要無形民俗文化財 鹿島踊り、都指定無形

民俗文化財 坂本
。川野・原の各獅子舞 )

■ 9月 15日 (日 )～ 10月 15日 (火)水道週間入賞作品

展 (6月 1日 ～ 7日 の水道週間の応募作品で入賞作品

展示 )

■ 9月 19日 (木)～ 11月 21日 (木)ダム写真展 (小河

内ダム関連 。関東のダム関連 )

■11月 23日 (土 )・ 24日 (日 )(午前・午後各 1回)100

万人達成記念 秋の ミニコンサー ト (都民交響楽団有

志、クラリネット五重奏 。木管五重奏 )

平成15年度は、開館 5周年の記念の年にあたるため、

記念イベントを計画しています。

平成 14年度事業を振り返って

武蔵村山市立歴史民俗資料館

武蔵村山市立歴史民俗資料館では、平成14年度事業

として以下の各事業を実施 しました。特に今年度は、

学校週 5日 制の導入や総合的な学習の時間の本格実施

に対応するため、学習支援講座メニューを開設すると

ともに、里山体験施設を活用した新たな体験型の事業

展開に力を入れました。

昭和40年頃の三本榎 (左は乙幡榎、右は加藤榎)

◎展示事業

■写真展「ちっとんべえ昔の武蔵村山 一三本榎・五
郎松を中心に一」(平成14年 7月 19日 ～8月 31日 、市役

所 1階ロピーで9月 6日 ～20日 に巡回展)

武蔵村山市の文化財にも指定されている「三本榎 (乙

幡榎 。加藤榎・奥住榎)」 を中心に、当館所蔵及び市内

外の方々から提供いただいた多くの写真をもとに、古

くから人々に親しまれてきた巨木をテーマにした写真

展を開催しました。

■企画展「カマドのある風景 ―野山北公国内遺跡群
の古墳時代集落―」 (平成14年11月 12日 ～12月 25日 )

昭和63年から平成 2年にかけて野山北公園内で行っ

た発掘調査の成果を踏まえ、各遺跡から出土した遺物

を展示するとともに、カマド遺構にスポットをあてな

がら古墳時代集落の様子について紹介しました。

■季節展「ひな人形 0五月人形・七夕飾り0恵比寿講」

など

◎講座・教室等事業

■歴史講座

1。「「指田日記」から見た幕末の民俗」

(平成14年 8月 3日 、教育センター集会室)

講師 水野紀一氏 (市文化財保護審議会委員)
2.「天明の打ちこわし (武州村山騒動について)」

(平成14年10月 12日、教育センター集会室)

講師 寺町 勲氏 (市文化財保護審議会委員)
■学校週 5日 制対応事業(体験教室)「カマドで御飯炊

き (全 4回 )」 (平成14年 5月 25日 、 6月 22日 、 9月 28

日、11月 16日 、里山体験施設)

■体験教室

1。「じめ飾りづくり」

(平成14年12月 14日、里山体験施設)

講師 小川栄子氏 (東京農工大繊維博物館サークノ吟 員)
2。「 トッチャァナゲ (すいとん)づ くり」
(平成15年 2月 22日 、里山体験施設)

講師 原田千代子氏 (市内岸地区在住)
■自然教室「自然と遊ぼう」(平成15年 3月 15日 、野山

北・六道山公園)講師 石橋正行氏 (都立神代高校教
諭)、 久永英二氏 (都立北多摩高校教諭)

■東京都野山北・大道山公園管理所との共催事業

1.里山郷土食体験「手打ちうどんづくり」
(平成14年10月 5日 、里山体験施設)

2.里山生活体験「椎茸のホダ木づくり」
(平成15年 3月 8日 、里山体験施設)

■文化財見学会「村山大島紬の歴史を訪ねて」

(平成14年11月 2日 、村山織物協同組合事務所ほか)

講師 榎本光好氏 (元市文化財保護審議会会長)

うまく炊けるかな ?
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檜原村の特産であった数馬の砥石

檜原村郷土資料館

武蔵名勝図会 (文政 3年)巻10月 宮ヽ領之下の項に檜

原村の産物として、三頭山・数馬山より出る砥石が載

っている。以前から数馬地区で祗石が出るとは聞いて

いた。また三頭山周辺に砥石山 (1302m、 図会にある

数馬山と思われる)と 呼ばれる山があり、その山の奥

多摩町側に砥石沢という沢が流れている。檜原村史に

も「数馬砥」として載っているが、過去のものとして

余 り話題にはならなかったと思われる。

東京都埋蔵文化財センターが、江戸の大名屋敷遺跡

の発掘調査をした折に大量の祗石が出土し、その産地

の調査を実施 しているとのことで、当館に問合せがあ

った。さっそく調べてみた結果、数馬周辺には、今は

使ってはいないが、農林業が生業だったため多くの家

の庭先に砥石があるとの話を聞 くことができた。また

元鍛冶屋だった家にも、業務に使った砥石がある事が

分 り、この 2つの砥石を採掘した場所は、以前は道が

あったが今は樹木が生い茂 り、現地に行 くのは困難で

あるとの説明を地元の長老から聞くこともできた。

そこで現地に詳しく、実際に石を掘 りこれを使用し

原石を持っている人が居ると聞き、さっそく調査協力

を依頼したところ、快 く引き受けていただいたので、

後 日埋蔵文化財センターの調査研究員の方に同行し、

現地をおとずれ調査を実施 した。採掘場所は 2か所あ

り、いずれも今は道がなく現地へ行 くのは困難なため、

後 日案内するとのことなので、大体の場所を聞いてお

いた。採掘は詳しくはわからないが、明治時代までは

長野方面まで流通があったといわれ、生業にしていた

人も居たのではないかと感 じられた。昭和30年頃まで

は自家用に掘られていたが、その後は余 り掘られなく

なり、40年以降は掘る人もいなくなったとの説明を受

けた。採掘した原石 と道具を見せていただいたが、原

石については調査のためセンターに寄贈 していただく

事 となった。

次に、過去に使用していた祗石を 1個、業務用のも
の 1個 を、家をまわり、寄贈 していただき、郷土資料

館に保管した。原石は後 日埋蔵文化財センターで鑑定

の結果、流紋岩質の火成岩で良質なものであったと連

絡を受けた。

檜原村周辺で

も祗石が出た場

所もあると聞い

たが、古書に載

っているのは、

数馬の祗石のみ

特集。市民のカ ー博物館活動のひろがリー

で、江戸時代にはかなり出まわっていたのではないか

とも考えられる。大名屋敷跡調査出上の祗石も流紋岩

質のものが多いと聞き、かすかな期待もある。檜原村

としても、今後文化財として、採掘場所の確認と歴史

的事実を調査する必要があると思われる。

企画展「裸の大将 山下清遺作 東海
道五十三次原画展」を開催

清瀬市郷土博物館

「裸の大将」「放浪の画家」「日本のゴンヽホ」など数々

の呼び名があり、その作品やエピソードが多くの人た

ちに愛された作家・山下清画伯の遺作「東海道五十三

次」を展示した企画展「裸の大将 山下清遺作 東海道

五十二次原画展」を7月 6日から21日 まで開催しまし

た。

この作品を描 くにあたり昭和40年、山下画伯が43歳

頃から始まった取材は、東京 。皇居前広場を起点とし

て、順番に各所を訪れては長時間眺めるといった数年

がかりのゆっくりとしたものとなりました。家に戻 り

そのイメージを的確に描いていく作業にとりかかりま

したが、42番 目の名古屋の熱田神宮まで完成した時点

で体調を崩し、制作を続けることができなくなってし

まいました。2年間の静養後、「今年の花火見物はどこ

へ行こうかなぁ」の言葉を最後に昭和46年に49歳で永

眠し、作品は未完成のままと思われていましたが、没

後間もなく自室の押し入れから残りの作品13点がご遺

族の手によって発見されました。原画は完成していた

のです。

今回は、この東海道五十二次のペン画46点、版画 9

点、日記などを一堂に展示しました。これらの作品群

を所蔵する市内在住のコレクターより、作品を広く市

民の皆さんに紹介したいとの意向を受けるとともに、

山下家にご賛同。ご協力をいただき実現したものです。

没後すぐに行われた展示会以来、約30年ぶりの作品公

開ということもあり、画伯の晩年の知られざる業績に

ふれる良い機会を設けることができました。

さらに、会期中には展示にご協力くださったコレク

ターと画伯のご家族による記念講演会「山下清の本当

の話」も開催し、画伯の素顔が浮き彫りにされました。

この展示、新聞やテレビで報道されたこともあり、

猛暑の中、作品を一日見ようと関東各地や遠くは関西

などからも大勢の人々が訪れ、会期中の入場者数は約

7,700人にも上り、画伯への根強い人気が窺い知れる

と共に、同館を、さらに清瀬をたくさんの皆さんに知

っていただける良い機会となりました。
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最近の活動報告及び事業計画

小金井市文化財センター

○ 企画展 :「石の道具―旧石器時代から縄文ヘー」

14年 11月 3日 ～15年 2月 16日  当センターでは市内遺
跡から出土した多数の考古資料を保管しており、これ

までにも遺跡展等で紹介してまいりましたが、十分に

活用が図られているとはいえません。そこで今回は、

石器に焦点をあてた展示を試みました。この展示では、

石器から見た旧石器時代から縄文時代への移り変わり

と両時代の生活の違いを示すことをテーマとしました。

展示の工夫としては、細かな年代にはこだわらず、約

200点の石器を種類ごとに群として展示し、両時代の石

器が多様な器種や石材で構成されていることを視覚的

に示しました。石器だけの展示は初めての試みでした

が、来館者の感想は好評でした。また、この企画に関

連し講演会を「石器と人々の暮らし」というテーマで

実施しました。

○ 収蔵資料の整理・活用 収蔵資料を展示や研究資
料として活用するためには、先ず資料が整理され、何

時でも検索できる状態にしておくことが必要ですが、

充分に整理されているとは言い難い現状です。そこで、

緊急雇用創出事業を活用して収蔵資料の整理を行なっ

ています。今年度は、縄文土器の完形品及び旧石器時

代の石器のデジタル写真撮影とデータベース化 (台帳

作成)を実施しました。この事業の目的は、保管資料

の全体を把握し、活用を図るための基礎資料とするこ

とにあります。さらに、デジタル写真の活用方法とし

ては、資料管理のためだけでなく電子ミュージアム等

インターネットでの公開にも利用できます。博物館等

では実物資料の展示が基本ですが、展示スペースの関

係から常時展示できる資料には限りがあります。デジ

タル写真による公開は、研究面ばかりでなく、教育普

及面でも有効な手段となり得ます。今後は、市のホー

ムページ等での公開に向けて検討を進めていこうと考

えています。

○ 来年度の展示計画 4月 の花見時期に実施する恒
例の「名勝小金井桜」展では、江戸開府400年に因み、

江戸文化と小金井桜をテーマとして、江戸時代に花見

に訪れた文人達に焦点をあてた展示を予定しています。

現地見学会も計画しており、名勝小金井桜の保護活動

を続けている市民団体の参加や協力を得たいと考えて

います。秋の企画展では、開館10周年記念として、「青

年団と浴恩館」 (仮)を予定しています。内容は、青年

団の歴史や、昭和 5年から12年まで全国の青年団指導

者講習所が置かれた当浴恩館での青年たちの活動、日

本の青年団活動の中心的役割を果たした田沢義鋪や、

青年団講習所の所長を務めた下村湖人の業績と人物像

等について紹介する予定です。

○ 古文書講座と自主グループの活動 古文書講座は、
地域に残る江戸時代の文書をテキストにして、古文書

の読み方やその内容を読み解く初心者向けの講座で、

平成11年度から始まりました。平成13年 4月 に受講者

を中心に自主学習グループが発足し、当センターを拠

点として、地域史料の解読作業を継続しています。将

来は、市民参加による「小金井市史」づくりの担い手

(市民協力員)に なっていただくことを期待しながら

支援をしています。今や行政と市民とが協働する市民

参加の時代、展示解説員や文化財めぐりの講師等ボラ

ンティアの育成 。活用の必要性は常に感じていますが、

受け入れ体制が充分でないため、まだ導入できない状

態です。当面は当センターを利用して活動する市民団

体や学習グループの協力を得ながら、市民との協働を

図っていきたいと考えています。

特別展示「虫めがねの世界」への取り組み

東京都高尾自然科学博物館

近年、総合的な学習の実践などから、益々博物館に

対するニーズが増してきている。それに伴う仕事が増

加していく反面、本来からの仕事への労力の酉己分も減

らさざるを得なくなっている。こうした現状において

は、いかに効率的な企画を生み出すかが、いやおうな

しに重要なテーマとなってくる。また博物館の重要な

主催事業の一つである特別展示については、企画展 (通

常、特別展と称されているものに相当する)と 異なり

予算が微少である。それ故、館内のやりくりに苦労す

るところとなり、職員のさまざまなアイデアを出し合

い、その検討が必須課題 となる。今回は、平成14年 12

月14日 から当館で主催している特別展示「虫めがねの

世界」における準備や開催の過程で試行錯誤したこと

をここに紹介する。

これまで当館は、計14回の特別展示を行つてきた。
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そのうち、写真の展示が 6回、写真と標本の同時展示

が 3回 と写真展的な要素に強 く依存してきた。目的の

物を撮影するまでの苦労は有るが、撮 り貯めたス

トックの中からテーマに応した内容の写真を必要

数揃えることができれば、開催の目処が立つ。後

はプ リントして額にはめ込み展示をすれば良いの

で、展示に漕ぎ着けやすいのがメリットの一つで

ある。当然、写真には、タイ トルや解説、感想を

付けることで、来館者にメッセージを発信 してい

たのだが、ほとんどが一方通行的な感があったこ

とは否めない。そういった事情から、今回は予算、

労力を低 く抑え、なおかつ参加型となるような写

真展を目指した。また、同時にもう一つ目指した

のは ｀楽しさ
″である。月ヽ学生を始めとする児童

たちに、自然の面白さを伝える為の大前提である。

何を今さらと思われるかも知れないが、この基本

を本当にマスターするのは、大変難しいと思う。

さて、前置きが長くなってしまったが、実際に

行った事を紹介する。まず一つは、クイズの多用

である。被写体 (拡大写真)の正体を考えさせる
のである。来館者に考えさせる為に、クイズにはヒン

卜を設けた。いろいろな視点で考えていただくために、

ヒントの出し方のバリエーションを増やすことが大事

だと判断し、ヒント出しや解説を行うオリジナルキャ

ラクター (設定は虫めがねの妖精)を 6タ イプ生み出
した。各キャラクターの性格、セリフ、使用の目的と

役割、使用上の注意など、細かい設定を行うことで、

終始統一された効果的な使用が設定者以外にも可能と

なった。この事により、作業分担や共同作業が可能と

なり、非常勤の多い職員間での仕事の連携プレーが実

現した。キャラクターは、基本的にはパソコン上で作

成し(今回は原画のみ手書き)、 好きなように加工でき

る。吹き出しや背景なども、慣れれば簡単に文章ファ

イル等で作成可能である。つまり通常のパソコン、ス

キャナー、プリンターさえあれば、誰にでもできる作

業である。作成したクイズ 。ヒント (A4サ イズ)は
2枚 もしくは 3枚重ねにして写真の下にぶら下げ、取

り付けた取っ手を持ち上げることにより解答を見られ

るようにしてある。耐久性を持たせるために、これら

は全てラミネー ト加工した。被写体となったいくつか

の昆虫や虫こぶの実物も併せて展示し、台付きの虫メ

ガネを通してのぞくことが出来るようにした。中には

生きた昆虫を入れたり、のぞく方向を通常とは異なる

ようにすることで変化を付ける工夫も試みた。

これまで約 lヶ 月の開催におけるアンケー トの結果、

面白さや楽しさ、展示の説明の工夫に対しての評価を

コメント覧にいただいている。この原稿だけでは、実

際の展示の様子をご理解いただくのは大変難しいと思

われる.興味のある方は実際に来館いただくか、問い

特集・市民のカ ー博物館活動のひろがリー

合わせをしていただきたい。

キャラクターサンプル 例

キャラクター名 :ド クター虫めがね

□
◆ボケとツッコミの両方をこなすが、主としてツッコ

ミ4受。

◆多少、マッドサイエンティストな趣も有する。

◆根はましめで、知的な笑いをとることに、生き甲斐

を感している。

◆来館者にいろんな視′点で物事を考えさせるための、

誘導員。

◆自分でわざとポケをかました後に、本質的な鋭い意

見をポロッと、ヒントにとしてコメントする。

「○○なのじゃ。」、「○○じゃわい。」

挨拶「ムッハー !」  怒り「ムカー !」
笑い方 :「ムハハハハハ !」  驚き:「ムハッ

注意事項  あくまでも作品やセリフの方が目立つよ

うに使用。

ム
ッ
ハ
ー
！

わ
が
は
い
の
名
は
、
ド
ク
タ
ー
虫
め
が
ね
。

こ
の
特
別
展
示
で
、
皆
さ
ん
を
小
さ
な
世
界
に

案
内
す
る
の
し
ゃ
。
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東京都三多摩公立博物館協議会会員名簿

館名 住所 電話 交通

東村山ふるさと歴史館 東村山市諏訪町1-6-3 042-396-3800 西武新宿 。国分寺線「東村山駅」西口下車徒歩10分

八王子市郷土資料館 八王子市上野町33 0426-22-8939 京王線「京王八王子駅」またはJR中央線「八王子駅」
からバス「市民会館」下車

府中市郷土の森博物館 府中市南町6-32 042-368-7921 京工線・JR南武線「分倍河原駅」から健康センター
行きバス「郷土の森」下車

町田市立博物館 町田市本町田3562 042-726-1531 小田急線。JR横浜線「町田駅」から藤野台団地行き
バス「市立博物館前」下車

青梅市郷土博物館 青梅市駒木町1-684 0428-23-6859 JR青梅線「青梅駅」下車徒歩12分

調布市郷土博物館 調布市小島町3-26-2 0424-81-7656 京王相模原線「京王多摩川駅」下車徒歩5分

瑞穂町郷土資料館 西多摩郡瑞穂町石畑1962 042-557-5614 JR八高線「箱根ヶ崎駅」下車徒歩18分

奥多摩水と緑のふれあい館 西多摩郡奥多摩町原5 0428-86-2731 JR青梅線「奥多摩駅」から小河内方面行きバス「奥
多摩湖」下車

福生市郷土資料室 福生市熊川850-1 042-530-1120 JR青梅線「牛浜駅」東口下車徒歩7分

武蔵村山市立歴史民俗資料館 武蔵村山市本町5-21-1 042-560-6620 多摩モノレール「上北台駅」から武蔵村山市内循環
バス三ツ木地区会館行き「横田」下車徒歩10分

あきる野市五日市郷土館 あきる野市五日市920 042-596-4069 JR五 日市線「武蔵五日市駅」下車徒歩17分

羽村市郷土博物館 羽村市羽741 042-558-2561 JR青梅線「羽村駅」下車徒歩20分

清瀬市郷土博物館 清瀬市上清戸2-6-41 0424-93-8585 西武池袋線「清瀬駅」北口下車徒歩10分

立川市歴史民俗資料館 立川市富士見町31234 042-525-0860 JR中央線「立川駅」南口から立川駅北口行きバス「農
業試験場前」下車徒歩5分

檜原村郷土資料館 西多摩郡檜原村3221 042-598-0880 」R五 日市線「武蔵五日市駅」から小岩行きか藤倉行
きバス「資料館前」下車

日野市ふるさと博物館 日野市神明416-1 042-583-5100 JR中央線「日野駅」下車徒歩12分

小金井市文化財センター 小金井市緑町3-237 042-383-1198 JR中央線「武蔵小金井駅」下車徒歩25分、「東小金井
駅」下車徒歩20分

くにたち郷土文化館 国立市谷保6231 042-576-0211 JR南武線「矢川駅」下車徒歩8分

東大和市立郷土博物館 東大和市奈良橋1-2602 042-567-4800 西武拝島線「東大和市駅」から長円寺行きパス「八
幡神社」下車徒歩2分

パルテノン多摩歴史ミュージアム 多摩市落合2-35 042-375-1414 京王相模原線 。小田急多摩線 。多摩モノレール「多
摩センター駅」下車徒歩5分

東京農工大学工学部附属繊維博
物館

小金井市中町2-24-16 042-388-7163 JR中央線「東小金井駅」南口下車徒歩9分

東京都高尾自然科学博物館 八王子市高尾町2436 0426-61-0305 京王高尾線「高尾山口駅」下車徒歩4分

江戸東京たてもの園 小金井市桜町37-1 042-388-3300 JR中央線「武蔵小金井駅」北口からバス7分「小金井
公園西口」下車

たましん歴史・美術館 国立市中1-9-52 042-574-1360 JR中央線「国立駅」南口前

御岳美術館 青梅市御岳本町1-1 0428-78-8814 JR青梅線「御嶽駅」下車徒歩20分
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。小林弘 (青梅市郷土博物館 )

発  行 :東京都三多摩公立博物館協議会
(会長 東大和市立郷土博物館/〒 207-0031東大和市奈良橋|-260-2 電話 042-567-4800)

発 行 日:2003年 3月 31日

-28-


